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「だめ……っ、ぁんっ、死んじゃうっ」

　お腹の奥が熱い。汗がじわりと肌に浮き出る。

　肉襞はドロドロに粘液を撒き散らし、咥え込んだ屹立を締め付けていた。

「やっ、も、無理……っ」

「無理？」

　私を組み敷き喘がせる男が、その怜悧な、ややつり目がちの整った目元を僅かに朱に染め唇を上げる。普段は秘書である私には副社長としての顔しか見せない彼……そんな彼がふと見せた表情に、彼も気持ちいいのだと気がついてキュンとした。その甘い感情は意識せず自らの肉襞を蠢かせ、彼の屹立にきゅんきゅんと吸い付く。

「無理って言いながらこんなに吸い付いて？」

「だ、……ってぇ、っ」

　くちゅ、と淫らな水音を立てながら彼が腰を微かに動かす。そんな小さな動きでさえ、イきすぎて敏感になった私はいちいち絶頂してしまうのだ。

「は、ぁ……っ」

　橙とう子こ、と彼が私を呼ぶ。

　貪られるように唇が重なる。口内を彼の舌がぐちゅぐちゅと動き回り、酸素を求めて私はただひたすら喘ぐ。

「ぅ、ぁ、あっ」

　喘ぎながらまた達した私の舌を、彼は甘く噛んでから唇を離す──つぅ、と銀の糸が繋がる。その先で彼は微かに唇を綻ばせた。

「口の中震えてるの、可愛いよな」

　そう言って、汗と涙でひんやりと湿っている私の頬を撫でる。

「いまイきました、って身体が必死で訴えてる」

　くっ、と彼が喉仏のあたりで低く笑う。

　そのあまりに嬉しそうなかんばせに見惚れているうちに、彼の屹立が抜かれるギリギリまで引かれた。

「……あ」

　昨夜から、何度もされたその動きに、期待と興奮で子宮が蠢く。

　窓の外では、南の海の潮騒が鳴り響く。

　いま、潮はどれくらい満ちているのだろう？

　大きな折り戸の向こう、遠浅の海は、空の金と紫を反射している。白む空は夜明けを告げて──

　私はどれくらい彼に抱かれ続けているのだろう？　さんざん啼かされた後、目を覚ましてみればまた組み敷かれて、貫かれて。

　与えられ続けた快楽にぼんやりしつつあった意識を、彼の声が引き戻す。

「余裕だな、橙子」

　ハッとして彼を見上げる。

「余裕、なんて……ッ！」

　ごちゅん、と一気に最奥までを突き上げられた。圧迫感を伴う質量が、ナカをいっぱいに満たす。私は顎をそらし、シーツを強く握った。

「………………ッ！」

　もはや声も出ない。

　あまりの悦楽に、粘膜は涎を垂らすかのように温い水をごぽりと溢れさせる。肉襞が痙攣しながら彼の屹立に絡みつく。

　お腹の奥底から、蕩けて溶けてしまいそう。

　そんな肉襞を擦りつつ、屹立は抽送を続ける。とん、とん、とん、と軽く奥を叩いたかと思えばごりゅっと子宮口をこじ開けようとせんぼかりに激しく突きつけられて。

「ん、ん……ぁ、っ」

　つま先が跳ねる。

　彼はイくたびに身体をくねらせる私をどう思ったのか、シーツの上身体を反転させ四つん這いにさせたかと思うと、屹立をねじ込み二の腕を掴み引き上げた。

「は、ぁ……ぁんっ！」

　上半身を逸らすように腕を掴まれ、背後から最奥までゴツゴツと貫かれる。私はあさましく自らも腰を振り、泣きながら喘ぎ、きゅうっと彼を締め付けてイく。ぎゅうっと彼に吸い付き、肉襞が細かに痙攣しながらひたすらにうねる。

「あ、あ、あ……」

　目の前がちかちかする。

　ずっと、イってる。

　イってるのにイく。

「死んじゃう……」

　思わず溢れた言葉だったけれど、本気だった。私多分、この人に抱き殺される。

　腕を離され、ぽすんとシーツに沈み込む。

　ところで、彼はは「ふっ」と息を吐いて少し止まっただけで、その欲を吐き出すことはしなかった。

　けれど。

「……イきそうだった」

　はー、と深く息を吐いて彼は言う。

「イってくれて良かったです……」

　寝かせて欲しい。白み始めた空、遠くで南の鳥が鳴く。信じられない、今日も仕事だというのに──

「十個しかなかっただろ」

「……何がですか」

「コンドーム。もう三個めだから、今日の夜と明日の朝と……節約しないとな」

　なんでもないことのようにそう答えて、うつ伏せになった私のナカへ、彼は再び抽送を再開する。

「は、ぁ、ぁんっ」

　ぴくぴく、と肉襞が震える。

「またイった」

　くっ、と彼が笑う。

　笑いながら、彼は動くのを止めない。

　足を閉じているから、彼のがナカを擦り上げ動くのがはっきりと分かる。肉襞をこじ開け、ずりずりと進んで最奥をぐっと抉るように突く。

「う、あ」

　もはや喘ぎ声とも言えない、呻くように上ずった声を私は零す。彼が楽しげに笑い、子宮口をごちゅごちゅと荒く蹂躙する。

「あー、こんなになって……こんな姿、誰にも見せられないよな、橙子？」

　どんな姿、なのだろう？

　ぼやけた思考でグチャグチャな私の背中に、汗だくだろうその肌に、彼が唇を落とした。そして背骨に沿って舐め上げる。

「は、ぁッ」

　そんな微かな刺激でさえ、敏感になり過ぎた身体は簡単に達してしまう。

　彼は私の身体とシーツの間に手を突っ込み、胸の先端を爪で甘く掴む。

「あ……！」

　同時に引かれた腰が、一気に最奥を貫く。

　死んだと思った。余りある快楽は、もはや暴力だ。涙が溢れ、涎がつうと口の端を落ちる。肉襞は痙攣し続け、粘膜はとろとろと甘えて温い液体を撒き散らす。そんな私のナカを、彼の屹立はずるずると動き続けていた。

　もう無理、って伝えたいけど声が出ない。代わりに自分のものとは思えない、どこか媚びるような甘えた喘ぎ声ばかりが転び出る。

「瑛えい太た郎ろう、さん」

　かろうじて、彼の名前だけは呼ぶことができた。




　それにしても、なんでこんなに喘がされてしまっているのだろう？　一体、何がきっかけだった？

　どうしてこんなに、彼のことを切なく愛おしく思ってしまうの？

　こんな男のこと、嫌いだったはずなのに。

　私は二ヶ月前、彼と出会ったばかりの頃を思い返す──







【１】








「俺が会議に行ってる間に、その辺の書類をファイリングしておいてください。適当で構いません」

　数日前からの新しい上司、笹ささ倉くら瑛太郎が冷たい目と無愛想な声で言い放つ。

　お前にはなんの期待もしてない、という感情がダダ漏れだった。私のとびきりのビジネススマイル、そのにっこりと上がった口角もさすがにピクリと震えてしまう。

　そうして私の「かしこまりました」という返答と崩れかけたビジネススマイルを一瞥もすることなく、広い背中を真っ直ぐに伸ばして大股に副社長室を出て行く。脚が長いのもこれまたやけにカンに触る。

　ぴったりと重厚なドアが閉まったのを確認してから、私はアッパーカットのように裏ピースしてから舌を出した。二十七年の人生のうちほとんどをロンドンにいる母親の元で過ごした私にとって、このポーズは侮辱的な意味以外を表さない。けれどこの「※※※※！」ポーズを繰り出さざるを得ないほど、私は笹倉という男に腹を据えかねているのだ。

　そのポーズのまま鼻息荒くドアを睨みつけていると、ガチャリとドアが開いて、件の笹倉副社長が戻ってきた。

「……何してるんですか」

「いえいえ何も！　どうされました副社長、何か忘れ物でも？　完璧で優秀と名高い副社長が忘れ物なんて珍しいですね！」

「やけに言葉に棘がないですか？」

「ありませんよ本心からです」

　笹倉副社長は精悍な顔を僅かに嫌そうな表情にしたあと「あなたが来てからなんだかペースが乱されっぱなしだ」とブツブツ失礼なことを呟いてから、私の顔を再び見た。

「ファイリングの前に名刺の整理を」

「終わってます」

「……ではそのデータを共有クラウドに」

「アップ済みです」

「……そうですか」

　笹倉副社長は眉をほんの少し上げてから、今度こそ部屋を出て行く。私はやり返してやった気分でＷ裏ピースを決め、東南アジアのジャングルに生息してる奇鳥のごとく高らかに笑った。

　さて、私があのいけすかない若造……といっても私よりひとつ年上の二十八歳──の下で秘書なんてことをしなくてはいけなくなったのには、理由がある。

　──お金だ。

　一も二もなくただひたすらお金のためだ。そうでなくては延々と私を邪魔者扱いしてくるあの男の元で大人しくしておく理由がない。

　……もっとも、笹倉副社長も可哀想な立場ではある。既に彼には超優秀な秘書がいて、私こと月つき岡おか橙子は彼にとって「重要な取引先の社長、瀬せ波なみ孝たか志しから唐突に押し付けられた秘書」なのだ。

　笹倉瑛太郎が副社長を務めるのは建設資材メインの総合商社。そして孝志さんはその最重要取引先である国内最大手建設会社の代表取締役社長……ときたら、断ることは難しかったのだと容易に想像がつく。

（……それにしたって、なんで孝志さんも私をこの会社に送り込んだのかなあ）

　ファイリングを始めながらぼんやり考えるけれど、理由はわからない。しかし話を貰った当初、訳の分からない提案を拒否した私に、孝志さんはこう言った。

『いいのか橙子？　オレ以外にたった一年でお前に一億円なんて大金を援助できる男はいないぞ？』

　拒否権はない、と言外に言われたも同然だった。……どの道、逃げ場はない。前門の虎後門の狼というか、四面楚歌というか。

　孝志さんだってさすがに道楽で私をここに送り込むとは思えないから、何か役割があるのだろうけれど。最初こそ（案外あの副社長、堅物に見えて使い込みとか背任とかしていて、私はそれを暴くために送り込まれたんだったりして！）……なんて思ったりもしたけれど、そんな映画みたいなことはなかった。

　副社長は淡々と職場と自宅を往復する毎日。仕事ばっかりでつまんなくないのかな？　なんておせっかいながらも思ってしまうほど。

　せっかくあんなにモテそうな外見をしているのに、女っ気すら微塵もない。

　まあ、なんにせよ。

「逃げない」

　私は呟く。

　今度こそ逃げない。一億円を手に入れ「あの人」に叩きつけて、私は今度こそ自由になる。なんせ、貞操どころか、今後の人生丸々がかかっているのだ。

「……いや、結局孝志さんに一億円の借金ができるだけなんだけどね」

　まあ幸いなことに、孝志さんは私に甘い。でろでろに甘い。彼の情を利用しているようで申し訳なくも思うし、できるだけ早く返したいけれど、ああ……。

「一億、一億かぁあ……」

　どうやったら稼げるの、そんな金額。容姿だけでなく他の能力も押し並べて平均値である私が、孝志さんの言うことを聞く以外で一億稼ごうと思ったら、一体何年かかるだろう？

　私はファイリングが終わったものを棚に順番に並べ、ついでに明日のミーティングの準備を始めながら呟く。前回の営業部との会議の議事録を人数分、使う資料は順番に揃え、データを社内クラウドにもアップ。一部の資料は英語だったから、昨日のうちに翻訳したものも添付。苦手な方もいらっしゃるから……と、思い出した。

「再来月の西いり表おもて島への出張手配も、かな」

　秘書室に戻ると、誰もいない。例の優秀な秘書こと岩いわ室むろ秘書係長は副社長と外部での会議に出席している。ふたりいるはずの社長秘書も、今は外出のようだった。

　みな忙しいのだ。

　気を取り直し、パソコンから宿泊先と飛行機のチケットを予約。岩室係長からもらったスケジュールのデータにそれを組み込み、こちらもクラウドにアップ。

「さて」

　私は椅子でひとつ大きく背伸びをしてから立ち上がる。

　業務用シュレッダーの前に、不要書類が入った箱がある。それを念のため確認してからシュレッダーにかけ、重いゴミ袋を交換。ついでに印刷機に紙を補充。

　秘書室、副社長室のゴミ箱からゴミを回収し、給湯室に溜まった食器類を全て洗って私はヒールの音を高く鳴らしてエレベーターホールへ向かう。十七時半ぴったり、退勤時刻だ。ゴミ袋を抱えて、だけれど。

　都内一等地にあるガラス張りの自社ビル、その裏手にあるゴミ捨て場にゴミ袋をぽーんと投げ捨て、私は夕陽に染まる大通りに出た。

　今日は花金。

　近い将来には一億もの借金を抱える予定の身の上だけれど、今日くらいは飲んでいい。ストレス発散だ！




「ぷはあ！」

「いい飲みっぷり！」

　東京駅近くの高架下、トワイライトアワーは一杯二百八十円で生ビールを飲ませてくれる大衆居酒屋で、私は中ジョッキを飲み干した。小さなテーブルにはチャンジャにエイヒレ、鳥天に枝豆。それを挟んで反対側でケタケタ笑っているのは、私の大学時代の後輩で友人、赤あか倉くら悠ゆう里りだった。少し長めの髪をピアスが似合う耳にかけつつ、悠里はビールを飲む。

「その説明からは事情とか全く分かんないんですけど、とにかく橙子さんの今の上司が腹に据えかねるやつだってことは分かりました」

「でしょー？　もうとにかく私が邪魔だっていうのが全身から伝わってくるっていうかー……挨拶も基本無視だし、コーヒー出してもお礼ひとつないの」

　ひとつひとつは大したことがないものでも、一ヶ月以上邪険にされ続けられれば地味にストレスも溜まる。

　はあ、とため息をつきつつ私は片手を上げて店員さんを呼び止める。ビールのお代わりをお願いすると、すぐさま運ばれてくるキンキンに冷えたビール。この苦味が堪らない……。「くうー！」と炭酸を味わっていると、悠里が呆れたように口を開いた。

「それにしても、学生時代から相変わらずヤバいくらい秘密主義ですよね〜。要領を得ない橙子さんの愚痴に付き合ってあげるこっちの身にもなってくださいよ。卒業後は急にイギリス行っちゃうし、帰ってきたら変な副社長の秘書になってるしで」

　文句を言いつつ私の取り皿に鳥天を乗せてくれる悠里は、相変わらず女子力高い系というか面倒見がいいというか。社会人になった今も、異性同性関係なくモテそうだ。実際、恋人が途切れたという話を聞いたことがない。

　そんな悠里に、私は眉を下げる。

「んー、ごめんね……今はほんと一億円のために働いているとしか……」

「さっきから言ってる一億って一体なんなんですか？」

「家庭の事情で……」

「『家庭の事情』……ですか。それ、学生の頃もよく言っていましたけど」

　悠里が整った眉を上げる。

「橙子さんの実家、もしかして借金でもあるんですか？」

「……言ったらドン引きされる自信がある」

「しませんよ、今更。何年の付き合いだと思ってるんですか」

「んー……」

　言い淀んだ私に、「もしかして」と悠里は口を開く。

「拓たく実み先輩と別れたのって、実家関係あったり……？」

　大学時代の元カレである椎しい崎き拓実の名前を聞いて、私は軽く眉を上げた。

「名前聞きたくないっ！　でもそう！　実家のこと聞いて離れてったの」

　私は上げた眉をすぐに下げて俯いた。しかも途中から浮気してて、その人と同時並行に付き合われていたのも後で知った。

「……何がなんだかだけどさ、実家と縁切りできないんですか？」

　ビールのオレンジがかった金色からは、ぷつぷつと泡が上がってきている。

「んー。嫌いじゃないし、育ててもらって感謝してるし、むしろ好きなんだけど……でも……」

　きゅ、と噛んだ唇に、唐突に鳥天が捩じ込まれた。

「んー!?」

「ごめんって。もう聞きません」

　悠里が笑った。

「言いたくないことは聞かない。言いたいことだけ言ってください。愚痴くらい聞きますから」

「悠里ぃ……」

「あーほら、分かった、分かったから泣きなさんな！　ほら飲んで！」

　ぐいぐいとビールジョッキを押し付けられて、私はウンウン頷きながらひたすらビールを飲み続け、そうして……。




　目が覚めると、笹倉瑛太郎の膝の上にいた。がっちりしていそう、とスーツ越しにも思っていた体はやはり筋肉質で、平均より高い身長の私が寄りかかってもびくともしていない。

「……ん？」

　夢か現かさえはっきりせず、間抜けな声を思わず発した私に、笹倉福社長は眉間の皺を深くした。

「……起きました？」

「へ？」

「起きたなら退いてください」

「は、はいっ」

　慌てて飛び起きて、ごつんと頭をぶつける。

「いったぁ」

　脳天を押さえながらあたりを見回す──どうやら車内、それも運転席（……正確には運転席に座った笹倉副社長の膝の上）のようだった。もう訳がわからない。なんで私、車の中で笹倉副社長の膝の上にいるの？

　笹倉副社長はひとつため息をついて、私を子供みたいにひょいと脇から抱えて助手席に座らせた──腕の力、強いな!?

　私は目を白黒させて副社長の顔と車内の様子を見る。窓の外はとっぷりと暗い。近くにある街灯のお陰で、表情を判別できる程度には明るさがあるけれど……街の風景から察するに、悠里と飲み歩いたガード下近くのコインパーキングのようだった。

「酒、弱いんだな」

　妙にくだけた喋り方に、目を瞬きながら答える。

「へっ？　え、いえ、そんなはずは」

　私は必死で記憶を手繰る。今までお酒で記憶を失ったことなんか一度もない。狼狽えっぱなしの私に再びため息をついて、副社長は腕を組んで淡々と説明を始めた。今度はいつも通りの、少し冷たい敬語で。

「二時間くらい前ですかね、社用携帯にあなたから着信がありました。急用かと思い出てみれば明らかに酔っ払った声で『言いたいことがあります！』と……さんざん罵られて。パワハラだの無視するなだのなんだのと」

「ひぇぇ……」

　私は肩を小さくした。ええ、私、何、何してるの……!?

「誰かといる様子もなかったので、放っておくわけにもいかないなと思い迎えに来ました」

「嘘でしょ」

　思わずそう言った私を、笹倉副社長はじろりと睨め付ける。

（どっどうしよう、私、クビになるんじゃ……）

　孝志さんになんて言われるか！

　ひたすら顔色を悪くしているだろう私に、副社長は小さく「……ありませんでした」と呟いた。

「え？」

「無視したつもりは、ありませんでした」

　副社長がこちらを見る。びっくりするほど、まっすぐな視線で。

「えっ、と、でも……」

「違うんです。時々、集中しすぎて周りの音が聞こえなくなることが」

　はあ、と副社長は前髪をかき上げた。そうしてその大きな手を膝の上にきちんと乗せて、私を見て軽く頭を下げる。

「すみませんでした」

「っ、いえっ、こちらこそ！　酔っ払っていたとはいえ」

　さすがにぺこぺこと頭を下げる。

「……それから、ひとついいか」

　また口調が砕けて。

「なんでしょうか……」

　おどおどと彼を見上げる私から、笹倉副社長はそっと目を逸らした。

「……いや。大したことじゃないです」

　そう言って、まだアルコールによってやらかしたことでぼうっとしてしまっている私の方に身体を傾け、シートベルトを着けてくれる。至近距離に、彼の精悍な眉目──さすがにドキンとした。

「え」

「家まで送ります」

　心底面倒臭そうにしながら、副社長は自分のシートベルトも着けた。

（クビとかは……無さそう？）

　私はそんなことを考えながら、妙に優しい副社長の横顔を眺めていたのだった。







【２】（瑛太郎）








　完璧にファイリングされた書類と明日のミーティングの準備を自らの執務室で発見したとき、俺はなんとも形容しがたい感情に襲われた。

　──どうせなら、とことん使えない人であって欲しかった。

　はめ殺しの大きな窓の外には、すっかり夜の帳が下りている。煌めくビルの灯り──

「いやあ、ほんとにいい人に来てもらいましたねえ！」

　秘書係長の岩室隆たか夫おが声を弾ませながら言う。

「よく気がつくというか、縁の下の力持ちタイプです」

「……そうですか」

「よくあんな人を手放しましたねえ、瀬波社長は。元々彼の秘書でしょう？　……もしかして、あの噂本当なんですかね？　月岡さんは瀬波社長の愛人のひとりで、色恋沙汰で社内にいられなくなったって」

　軽く眉を上げた俺を見て、岩室係長は「差し出口を」と肩をすくめた。

（噂……か）

　俺はクラウドにアップされていた資料（これもまた完璧だった）をタブレットで確認しながら応接用のソファに座った。岩室係長がドアの方へ向かうのは、コーヒーでも淹れるためだろう。腕時計は既に午後十時を指していた。

　月岡橙子が瀬波孝志と単なるビジネスだけの関係ではないことを、俺は知っている。

　元々、瀬波社長はプライベートを一切明かさない人間だ。年齢と経歴のほかで唯一分かっているのは四十半ばの今に至るまで婚姻歴が無い、ということくらいで──

　だから、「愛人」というのは語弊があるだろう。「恋人」でもいいのかもしれない。そんな関係の女性が複数いるというのは、果たしていかがなものかとは思うが。

　とにかく二ヶ月ほど前、そんな彼が都内の高級ホテルのロビーで女性といるのを見た。ふたりとも私服で、リラックスした雰囲気だった。

　その女性というのが、件の月岡橙子だ。瀬波社長を見上げ、目を三日月みたいにして笑っていた。

　だから、大した説明もなく彼女を俺の秘書にと推薦され、「しばらく預かってくれ」と肩を叩かれ微笑まれたとき──ぼんやりとは予想した。例の噂と、そう違わない下卑た想像を。

　自身が清廉潔白とは言わないけれど、そういう想像をしてしまったのが嫌だった。

　だからこそ、ちょっと月岡さんを避けていた節もあった──いやまあ、ああいう底抜けに明るいタイプが不得手ということもあるのだけれど。キビキビ、ハキハキと仕事をこなす。細やかに気を使ってくれる、と同僚たちや役員からの評価も高い。

　ただ、俺に対しては──少し、つっけんどんなような。

　ただなぜかひとりでピースサインをしながら舌を出しているような人間だ。基本的に変な人なんだろう……ロックが好きなのか？　しかしなぜ俺の執務室であんなポーズを？　まさか変な薬こそしていないだろうが。

　岩室係長が戻ってきて、俺の前のローテーブルにコーヒーを置いた。俺は目で会釈をしながら彼に退勤を促すものの、彼は目尻に疲れを浮かべつつも首を振った。

「いえ副社長、お手伝いさせてください。連日午前様じゃないですか」

「……大丈夫です。むしろ岩室さんを付き合わせて申し訳ないくらいです」

　なんとか彼を執務室から追い出しながら、内心では悔しさに唇を噛む。なぜ俺はこれくらいのことを綽々とこなせないんだ？

（親父なら……）

　無意識のうちにまた自分と、社長である父親のことを比べて首を振った。自分にダメ出しをしたって仕方ない。目の前にあるものを乗り越えていくしかない……それしか。

　デスクに重なる書類の確認を始めて、すぐにそれが既に優先順にされていると気がつく。そうして、それをしたのが月岡さんであることにも──

「使えない人であって欲しかった」

　また小さく呟く。

　仕事なんか適当に、コネ入社らしくやる気なくダラダラとしていて欲しかった。

　そうしたら存在を無視できたのに。

　妙に気になったりなんかせずに済んだのに。




　あらかた仕事に目処が立ったのは、もう日付が変わろうとする時刻のことだった。

　ひとつ大きく背伸びをして、ようやく退勤しようと鞄を掴んだ瞬間、社用のスマホが振動する。ディスプレイに浮かぶのは、月岡橙子のその四文字。

「……？」

　なにかトラブルでも、と出てみればかなり泥酔しているらしく、要領を得ない。とにかくひとつ分かったのは、酒精でやられているらしい彼女がいま、外でひとりであるということだけだった。

「……………………」

　一瞬、じゃない。本当に数分悩んだ後、俺は彼女を迎えに行くことにした。もしこれで何か事件に巻き込まれでもしたら、後味が悪い。そもそも瀬波社長から預かっている秘書なのだ、彼女は。




　そうしてなんとか聞き出した場所に迎えに行ってみれば、バス停のベンチでぼうっと空を眺めている。ビル街の灯りで何も見えない梅雨前の夜空を。

　ぱっと見は酔っ払っている様子はない──が、俺を見つけた瞬間に見たこともない笑顔を浮かべたことで、彼女が相当酔っていると分かった。

　花の開くような笑顔だったから。

　目を三日月にして、にっこりと笑った。

　心臓が鷲掴みにされたかのように、大きく拍動した。

　なんだこれ。

「あ、副社長〜。こっちですよう」

　普段と全く違う少し舌足らずな口調に、あえて顔を顰めてみせる。

「……いい大人でしょうが。はしゃがない」

　さあ立って、と促すも、月岡さんは立ち上がらない。にこにこと微笑みながら「立てない」と首を傾げた。

「立てないことはないだろ」

　にへらにへらと脱力する笑顔を浮かべている彼女に、つい敬語を忘れてそう口にする。すると月岡さんは余計にニコニコと笑顔を深くした。普段のきりっとしたビジネススマイルとのギャップがすごい。

「あ、タメ口〜？　嬉しい」

「嬉しい？」

「はい」

　だって、と酔いのせいで潤んだ瞳で彼女は続ける。

「副社長、私のこと嫌いですもん。距離すごいから……タメ口、ちょっと嬉しい」

「嫌いというわけでは」

　思わず動揺してそう反論すると、月岡さんは上目がちに言う。

「ほんと？　なら、好き？」

「────ッ、月岡さん」

「はあい」

　しぶしぶ、といった風情で立ち上がった彼女はその瞬間にたたらを踏む。慌てて支えると、やっぱり気の抜けるような笑顔で月岡さんは俺を見る。

「ありがとうございます」

　心臓がギュン！　とした。キュン、じゃないギュン！　だ。

　俺は何も返せない。ただ彼女を支えながら、車を停めたコインパーキングまで向かって……そうして助手席に座らせようとするも、しがみついて離れない。

「月岡さん！」

　車の前で子供みたいに唇を尖らせて離れようとしない月岡さんに困り果てていると、隣に停めていた車の持ち主にじろじろと見られる。不審そうな目をしていた。前後不覚に陥った女性を持ち帰ろうとしているとでも言わんばかりの目つき……。

（……親切に迎えに来ただけなのに！）

　これ以上視線に晒されたくないと、彼女を抱き上げ運転席に座った。

　顎の下に月岡さんの形のいい頭がある。膝の上に感じる温かみ。熱く感じるのは、彼女が酔って体温が高いせいか？　……そのせいなのだろうか、シャンプーなのか香水なのか、ほのかに香る甘い匂い。

　月岡さんの細い指が、俺のシャツを握り締めた。そうして俺の胸に猫みたいに擦り付いて楽しげに笑う。

「月岡さん……」

　俺は両手を上げた。とんでもない据え膳だ。けれど抱き締めたりなんかしたら、止まらなくなる気がして──何が？　俺は慌てて頭に浮かんだ卑猥な妄想をかき消す。だめだ、セクハラだ……セクハラされているのは俺の方では？　いや、どっちにせよ、我慢、我慢だ……。

　だけれど密着した身体に柔らかなふたつの膨らみが押しつけられる。勝手に身体が反応する。白いシャツ越しに僅かに下着が透けて見える。真面目な彼女からは想像できない色──真紅だ。一瞬、脳内で想像してしまった。白い月岡さんの肌、それとコントラストを描くような鮮やかな真紅の下着。

「マジかよ、勘弁してくれ……」

　煩悩と戦っている俺に、月岡さんが甘える声で呟いた。

「ちょっとだけ甘えさせてください……」

　なんだこれ、ハニートラップ？　ハニートラップなのか？　瀬波社長が、なぜ？　いやそうなのだとしたら、月岡さんの普段のあのつっけんどんな態度はなんなんだ。

「分からない……瀬波社長はなぜ、あなたを俺の秘書にしたんだ？」

　酔い潰れている今ならば素直に答えてくれるかも、と判断したのが半分、少し冷静になるように思考を持っていかないと恐らく彼女を連れ帰って抱いてしまうという危惧半分でそう問いかける。

　月岡さんは「えー？」となぜかクスクス笑ったあと、俺を見上げて眉を下げ言った。

「わかりませえん」

「……そうですか」

「私はですねえ、副社長。私はた、孝志さんに一億円返さないといけないんですよう」

「……一億？」

　眉を寄せ問い返した俺に、月岡さんはこくこく頷く。

「そうなんですよう。だからね、なんでも孝志さんの言うこと、きかないといけないんです」

「なんでも、って」

　思わず反駁する。

　なんでも言うことをきかないといけない……？

「だからあ、私のこと大嫌いで挨拶も毎日毎日無視する、邪魔者扱いして、嫌いだって態度をすっごい出してくる笹倉副社長の秘書だってえ、きちんとやり遂げないと……いけな……」

　言っている途中でついに睡魔に負けたのか、すう、すう、と寝息が聞こえ始める。

「挨拶を無視、って」

　しただろうか？

　いやそれより、やはり瀬波社長との「一億円」だ。それは……。

「……俺が首を突っ込んでいい話じゃないか」

　彼女は瀬波社長の愛人だか恋人だかのひとり、で……そう、おそらくはなんらかのトラブルで社内に置いておけなくなり、唐突に押し付けられた秘書。俺は適当にこなしてもらえばいい仕事だけを任せ、親しくならないように距離をおいて過ごす。

　これからも。

（……なのに）

　俺はつい、彼女の身体を抱き締める。

　折れそうなほどに細い。温かい。すう、すう、と気持ち良さげに眠っている。

（なのに、どうしてこんなに胸が痛いんだろう？）

　月岡さんの体温と、女性の身体特有の柔らかさを腕の中に閉じ込めながらそう考える。

　それは、俺が冷たい対応をとろうと、どんな雑用を押し付けようと、責任を持ってきっちりこなしてくれる彼女に対する罪悪感なのだろうか？

「きっとそうなんだろう」

　自分に言い聞かせるようにそう呟いて、それだけのはずなのに、どうしてか彼女を抱き締める腕の力を緩められそうにない。




　甘い声に瞼を開くと、月岡さんと目が合った。ものすごい至近距離だった……もう少しで鼻先がついてしまうくらいの。

「瑛太郎さん」

　月岡さんが蕩けるような声音で俺を呼ぶ。彼女の大きな瞳が三日月を描き、潤みながら俺を見つめていた。

「……え？」

　間抜けな声しか出なかった。瑛太郎、……って。いつから俺をファーストネーム呼びに？

「どうしたんですか？　瑛太郎さん」

　いや、ファーストネーム云々はまだいい。問題は、俺が不思議そうに表情を変えた月岡さんを押し倒している、そしてのしかかっている、という状況で──いや、というか、それだけじゃない……。

　そっと視線を彼女の体の上、滑らせる。裸だった。白い肌、柔らかそうなふたつの膨らみ、細い腰……そして俺と繋がっている接合部はぬらぬらと濡れていた。

　思わず身じろぐと、ナカがぎゅっと締まる。

「ぁんっ」

　上ずった声に、頭の芯がびりびりと痺れる。屹立が彼女の蕩ける粘膜の熱さに包まれて、溶けていきそうなほど気持ちいい。

　理性では、分かっていた。

　やめるべきだ。抜くべきだ。

　何があったか知らないが、どうして俺は月岡さんとセックスしているんだ……!?

　なのに。

「えい、たろーさん」

　月岡さんが少し舌足らずに俺の名前を呼ぶ。目を三日月にして、なのに眉は下げた物欲しそうな表情で。

「は、ぁ……っ、止まらないで……、切ないの」

　月岡さんが腰を上げ、俺のを深く飲み込もうと動く。

「お願い、奥……っ、イきたくて、疼くの。痛い」

　そうして俺の背中に手を回す。

　耳元で繰り返される、淫らすぎる呼吸。呼吸と呼吸の合間に小さく喘ぎ声を零しながら、彼女は続けた。

「イきたいよ、瑛太郎さぁ……んっ」

　限界だった。

　耳元でそんな淫猥すぎることを甘すぎる声で囁かれて、冷静になれる男なんているのか？

　俺は彼女の腰を掴み、ゴツゴツと最奥を貪る。いちばん奥が、抽送のたびに悦んでわななく。先端に当たるのは子宮口だろう。月岡さんの身体が、本能が、俺を受け入れるためだけに子宮を下げてきたのだと思うと、彼女を征服したような、ほの昏い充足感が胸を満たした。

　たくさんイかせたい、と欲望が鎌をもたげる。達させて啼かせて、やめてと言われても腰を止めずイかせつづけたい。何度も絶頂に追いやって、俺で頭をいっぱいにしてやりたい。

　ずるずると屹立が粘膜を擦る。ぐちょぐちょに濡れそぼったソコは、俺に絡みつきながらうねって吸い付く。

「あ、ぁあっ、はあっ、ふ、ぅっ」

　月岡さんが足をバタつかせるから、膝裏を持って押し上げて固定した。

　ごりっと突き上げる。突き上げたその最奥をかき混ぜるように動かした。

「ぁぁあ」

　泣きそうな声で月岡さんは喘ぐ。

「それ、っ、だめぇ……っ、イく、イっちゃうっ」

「イきたかったくせにダメってなんだよ」

　からかうように言うと、彼女の肉襞がきつく締まる。は、とあえて冷たく笑った。

「変態」

　月岡さんの頬が更に赤くなる。首まで赤くして、全身の肌をしっとりと汗で湿らせて、自身の粘膜を潤ませて締め付け──

　子宮口を屹立で押し潰しつつ、ぐっと陰核を潰すと、あっけなく彼女はイく。

　つま先がぴん、と伸びて背を逸らせ、がくがくと震えた。堪りかねた接合部から溢れ出す温い水に、知らず唇の端を上げてしまう。

　優しく彼女の下腹部を撫でた。

「イけてよかったな？」

　そう声をかけると、とろんとした目で月岡さんが俺を見る。肩で速い呼吸を繰り返す彼女のナカは、未だに痙攣を続けている。

　それが気持ちよくて、腰が甘く疼いた。

　出したい。出したい──彼女のナカに。

　本能が、身体を突き動かした。

　一度抜いて後ろを向かせ、四つん這いにさせる。そうして隘路へ自身を埋める。奥へ奥へ、と導くような肉襞の動きに奥歯を嚙み締め、ゆっくりと腰を動かした。……今度は浅いところだけを意識して。自分がイきたい以上に、もっと月岡さんの乱れた顔が見たかった。

「ぁ、ぁあっ、あんっ、ふぅ、っ」

　もどかしげな喘ぎ声に、興奮が高まる。

「ど、して……っ、瑛太郎さんっ、奥まで」

　月岡さんが腰を高く突き出し、雌が雄を誘うかのごとく扇情的に腰をくねらせた。

「奥までシて……っ」

　顔を半分枕に沈めつつ、必死な声で彼女は言う。ビクビクと震える太ももは、快楽に耐えているのか欲しがっているのか。

「分かったよ」

　返事をし終わる前に、ごりっと子宮口を抉る。ひときわ大きく、腰と腰が当たる音がした。背を思い切り反らせ、月岡さんが甲高く叫んだ。「イく」とか「死ぬ」とか、そんなのが混じったものだった。

　うねり続けるナカは、きゅうう、きゅううっ、と痙攣を繰り返し屹立を咥え込み包み込む。

　背骨を指先で撫でる。舌で肩甲骨を舐め、甘くかぷりと噛む。

「あっ、……く」

　肉襞が絡みついてくる。気持ち良すぎてバカになる。頭が真っ白になった俺は、抜けるギリギリまで腰を引き、次には最奥まで貫いた。何度も──引くとき月岡さんの肉厚な粘膜は出ていかないでと甘え、貫くときは歓迎するように締め付けた。

　それはただ、吐精するためだけの動き。自分勝手な、雄の身勝手さを体現したような動きのはずなのに、月岡さんはシーツを握り身体をくねらせ、信じられないほどに感じ、悦び、枕に向かって泣き叫ぶ。

「うぁあっ、ぁぁあっ、ぁ……っ！」

　もはや喘ぎというより、悲鳴だった。俺でそんなふうに乱れる彼女が……。

　俺は、愛おしくて。

　……愛おしい？

　まさか、そんな……はずが！

「イくっ、またイくのっ……！」

　混乱している俺の思考を、彼女の声がかき消していく。

「俺も……っ」

　ガツガツと最奥に打ち付ける。腰が当たる音と粘膜が擦れるぬるいつた水音が鼓膜を震わせた。

　月岡さんが上ずった声で啼いて全身を震わせ、ナカを健気に締め付けるのに合わせ、俺も上がってきた欲を全て吐き出す。

　いちばん奥、子宮に塗り込むように緩く腰を動かしながらふと、気がつく。

　もしかして、……コンドーム、してない……？

　慌てて彼女から出て行く。

　楔を失いシーツに身体を落とした彼女が、緩慢に振り返り目を三日月にして笑う。

「瑛太郎さん」

　しどけない格好で、月岡さんが俺を呼ぶ。

　俺は、ナマでしてしまったとか、そういうのを超越してどうしようもないほどに彼女が愛おしくて……ぎゅっと彼女を抱き締めた。

「月岡さん……！　必ず大事にしますから」

　月岡さんをかき抱き、そう告げた次の瞬間──けたたましいアラームが鳴った。




「……は？」

　俺はばちっと目を瞬き、辺りを見回す。

　いつも通りの俺の部屋。書類が散乱するベッドには、当然俺ひとり。

　月岡さんの姿はない。

　当然だ、昨日たしかにマンションまで送り届けたのだから！

　……ということは、さっきの月岡さんとのセックスは……。

「ウソだろ……？　あれ、夢……だったのか」

　自分で自分に呆れて思わず呟いた。

　あまりにリアリティのある夢だった。俺、こんなに妄想たくましい男だったか？

「はー……」

　息を吐きながら顔を覆う。

　そして気のせいであって欲しい、と思っていた股間の違和感について考える。

　……夢精、だなんて。

　忙しすぎて恋人すら作れず、自分でも処理すらしていなかった。そのせいであんな夢を見たのだろうけれど……。

「俺、来週から大丈夫か？」

　身体を起こしながら呟く。月岡さんとどんな顔をして会えばいい!?

　頭を抱えて、目を閉じると浮かぶのはあられもない月岡さんの裸体。乱れる声。感じている顔。リアルすぎる……最悪だ。

「忘れろ忘れろ忘れろ忘れろ……！」

　俺はブツブツと呟きながらシャワーを浴びるためにベッドを降りる。

　けれど打ち消そう打ち消そうとすると、かえって彼女が鮮明になっていく。

　はたして本物の彼女は、セックスの時どんな顔をするのだろう。

　そんなことまで思考に浮かんでしまう。

「俺は最低だ……」

　秘書をそんなふうな目で見てしまうだなんて！

　とにかく必死で生々しい夢の記憶を打ち消す。なのに全然消えてくれない……！

　週明けの月曜日、月岡さんに会うときにかなりの精神力が試されるのは、どうやら間違いなさそうだった。

　……顔に出ないといいのだけれど。







【３】








　月岡恭きょう子こという女性は、なんというか、ものすごく苛烈な人だ。もっともそんな性格でなければ、二十歳で設立した小さな下着メーカーを、わずか三十年足らずでロンドンに本社を置く世界的ランジェリーブランドに導くことはできなかっただろう。

　そんな彼女には、公にこそなっていないものの、籍を入れていないパートナーがひとり。

　そのパートナーとの間には、娘がひとり……それが私、月岡橙子だ。

　しかしながら、私は経営者には向いてない。どちらかといえば、サポートする側に適性があると思う。

　それは私が恭子さんにも再三伝えてきたことで、しかし彼女は半ば意地のように私に跡を継がせたがった。

『まあ恭子なりの親心なんだろうけれどな』

　恭子さんのパートナー、つまり私の父親である孝志さんは成田空港に半泣きで降り立った私にそう言った。

　空港のスイートラウンジはなかなかの盛況。そのダイニングエリアで、向かい合って私たちは座っていた。目の前には温かそうなブラックコーヒー。窓の外では雪花が散っていた。

『でもおかしいでしょう？　跡を継ぎたくなければ、一年以内に自分で一億稼いでみせろだなんて。それが無理なら見合いをして、その相手に会社を経営させたらいいって……めちゃくちゃだよ』

　自分は独身で、孝志さんというパートナーがいながら好き勝手生きているくせに。

『知らない人と愛のない結婚なんか、嫌。私、自由に生きてる恭子さんと孝志さんを否定するつもりはないけれど、いわゆる普通の家庭というものを築いてみたいんだよ』

『恭子はいつまでも子供みたいなところがあるからなあ……本音では、単に橙子を手放したくないんだよ。日本の大学に通うってなった時も、大騒ぎしただろう？』

　孝志さんは眉を下げて言う。

『私と恭子さんは別人格だよ』

　だからこそ、大学では親の仕事を隠し続けた。それまでは、親のことを知って急に親切にしたり、却ってよそよそしくなったり、無視されたり……そういうのが続いていたから。

　もっとも恋人には話して……まあそれはやっぱり、別れる原因になってしまったのだけれど。ちょっと橙子はオレには重すぎるわ、って言われたのは未だにトラウマになっている。

『あいつも頭では分かってるんだろうけれどなあ……橙子。その一億円の稼ぎ方は、何か指定があったのか？』

『ないよ。でも、たった一年で一億なんてどう稼いだらいいのか』

　思わず机に突っ伏した私に、孝志さんはこう言った。

『なら、オレの提案に乗る気はあるか？』

　きょとんとした私に、孝志さんは続ける。

『橙子の理想の男はどんなやつだっけ』

『えっと……優しくて、いつも穏やかな人。笑顔がふんわりしてる感じの、余裕のある大人、かな？』

『クールで無愛想な男は？　ただまあ、そうだな、仕事はできるし顔もいい』

『えー、顔は良くてもね。なんか家庭大事にしてくれなさそうだから嫌』

　そう私が答えると、孝志さんはその整った顔で少し悪くニヤリと笑って続けた。

『──なら、とある男の秘書をして欲しい』




　目覚ましの音で目が覚める。私はアラームを止めてから、お布団に再びしっかりと包まった。ああ、月曜日が来てしまった。窓の外ではしとしとと雨が降っている。

「会いたくないよう……」

　笹倉副社長に会いたくない。先週金曜日の深夜、私はとんでもない醜態を彼に晒した。正直、顔を見る勇気がない……。

　悠里に確認したところ、なんでも『ひとりで大丈夫！』とさっさとタクシーを止めて乗り込んでいたらしい。それなのにどうして降りて副社長に電話したのか、何がどうしてその挙句に膝の上にいたのか……。

　そんな私の感情とは無関係に動いていく時計の針。大きくため息をついてから、もぞもぞと布団を抜け出した。

　スマホの画面にはニュースアプリからの速報。関東が梅雨入りしたそうだ。私の心もじめじめです。

　家を出る寸前に今日はゴミの日だと思い出し、ゴミ袋を持って集積所に来てみれば、たまに見かけるマンションの管理人さんがプンスカしていた。白髪頭の、人がいいおじいさんだ。

「あ！　月岡さん。おはよう」

「おはようございます。どうしました？　……って、うわあ」

　私は思わず顔を顰めた。マンションの集積所は投入口がついたコンテナになっているのだけれど、誰か閉め忘れていたらしい。そこにカラスが入り込んだのだろうか、ゴミ袋が破けあたりに散乱していた。

「前日から捨てる人がいるからね、いやまあコンテナだしと黙認してた僕も悪いんだけどさあ」

「でも酷い……少しなら時間ありますから、手伝いましょうか？　雨だし大変です」

「いいよいいよ、仕事だもん。今までも時々あったんだ。月岡さんもいってらっしゃい」

　気をつけてね、と管理人さんに見送られ、重い足取りで会社へ向かう。ああ、本当に気が重い……。




　出社してしばらくして、副社長執務室を掃除しているとここの主人である笹倉副社長が出勤してくる。結局無視されるだろうなあ、とやや早口に「おはようございます」と頭を下げると、信じられないことに彼は私の前で立ち止まった。

「え？」

　ぽかん、と頭を上げて彼を見上げる私の目をはっきりと見つめ、副社長は穏やかな声で言う。

「おはようございます」

　そうして驚きすぎて固まる私を尻目に、長い足を動かして歩き自分のデスクに座る。

「……？　月岡さん？」

「っ、いえ！」

　私は内心何度も首を捻りながら給湯室に足速に向かう。ことあるごとにコーヒーを飲むのだあの人は……そのうちカフェインで胃をやられるんじゃないだろうか。

　コーヒーをデスクに置くと、いつもはない「ありがとう」の返事があった。戸惑ってムニャムニャと曖昧な返事をすると、笹倉副社長は私を見上げて眉を下げた。

「これも、いつも無視していたわけじゃないんです。集中しすぎていたというか……いや、言い訳ですね。すみません」

　そうしてまた真っ直ぐな瞳で言う。

「いつもありがとうございます」

　私はお盆を胸に抱き、何度も目を瞬きながら踵を返す。一体あの副社長に何があったの……!?

「あ、月岡さん」

　執務室を出たところで、岩室係長に話しかけられる。背後には背の低い、可愛らしい女性がひとり。

「こちら、今日から副社長秘書室に異動になった田た上がみさん」

　田上さんは私を見て一瞬だけ目を瞠った。

　きょとんと彼女を見返すと、慌てたように小動物を連想させる可愛い頬を上げて私に微笑みかける。私もぺこりと頭を下げて自己紹介をした。

「月岡橙子です。私もまだ先月からの新人ですが、よろしくお願いします」

「月岡さんには受け持ってもらいたい僕の仕事があって。社長がまだ全快されていないから、副社長の業務がパンパンでしょう？　それで僕からお願いして秘書を増やしてもらったんです。急な話ですが、みんなでサポートしあって、この山を乗り越えましょう」

　穏やかに微笑む岩室係長になるほど、と頷きながら気がつく。

　社長……つまり笹倉副社長のお父様は、一年前に倒れて最近仕事に復帰したばかり。当時アメリカの証券会社で働いていた副社長は、招聘される形でこの会社に移ってきて──まだ就任して数ヶ月なのだ。

（……あ）

　私は一瞬、足元に目線を落とす。

『集中しすぎていて……いや、言い訳ですね』

　さっきの言葉が頭をよぎる。

　そっか、副社長……もしかして、いっぱいいっぱいなんじゃ、ないかな……。

　そっけない態度も、冷たい雰囲気も、私のこと無視してたのも、ひどく無愛想だったのも……全部、余裕がなかっただけで。

　とたんに胸が痛む。

　与えられた職務に、必死に向き合ってて……私と違って、逃げずに。真正面から。

「……っ、がんばります！」

　いきなり気合いを入れて拳を握った私に、岩室係長と田上さんはぱちぱちと目を瞠った。

　午前中は田上さんに私が請け負っていた業務の説明をして、午後は岩室係長から引き継ぐ仕事について話を聞く。

「月岡さんは英語がお得意ですよね？　なのでイギリスの保険会社との交渉をお任せしたいんです」

「保険会社ですか？」

　デスクの上のいくつもの分厚いファイルを見下ろしながら首を傾げると、岩室さんは眉を下げた。

「本来ならウチの損保担当が当たるべき業務なのですが、交渉が難航しまして最終的に副社長案件に……」

「なるほど」

　ファイルを少し開いただけで、工法がどうのだとか岩盤がどうのだとか、さらに言うならあの国は数字の単位がごちゃごちゃしているせいで余計に小難しい感じになっていた。基本的にはメートル法なのだけれど、標識はヤードやマイルだったり……と、なかなかに煩雑だ。更に、ロンドン育ちの私でもいまいち分からない英単語が時折出てくる。

　ファイルを閉じながら嘆息した。

「……あの、副社長って証券会社で勤務されていたんですよね？」

　総合商社なんてほとんど日本独自のビジネススタイルはもちろん、建設だのなんだの、今までの経験とは完全に畑違いのはずだ。

「そうですね。元々跡を継ぐ予定はなかったそうです。社長が病気で気弱になられて、半ば懇願される形で副社長に就任されたので……本当に急なことだったので、重役からの反発なんかもものすごくて。その上で勉強しながら経営にも関わられていますからね。僕だったら精神的にも身体的にも耐えられていないですよ」

　肩をすくめる岩室係長に、同意を示す苦笑を返しながら考えた。

　私、副社長を支えたい。

　きっと、自分と重ねているんだと思う。私も同じ立場にいたから。

　私はプレッシャーに耐えきれず、逃げてしまった。父親に、孝志さんに借金までして。

　だからだろう。勝手だけれど、逃げない彼に理想の自分を投影して──本人が知ったら、気持ち悪がるかもしれないけれど。

　なんてったって私、好かれてない。




　そんなわけで三人体制になった副社長秘書チームは、「最初は」うまくいっていた。

　副社長も私での失敗を念頭においてか、田上さんには最初から丁寧に接していたし、私にも気を使うようになってくれて。

　ただ、時々ふと目が合うのはなんでだろう。すぐに目を逸らされるのだけれど……。

　それはさておき、「最初は」と強調したのには理由がある。

　田上さんに、私はどうやら嫌われているらしい。それも、かなり。

　それが露見したのは、梅雨明けを迎えた七月半ば頃のことだった。

「月岡さんってえ」

　秘書室で岩室係長と三人で仕事をしていたときだった。カチャカチャとキーボードを叩く音だけが響いていた午後六時、窓の外を見ると夏の夕空はまだまだ明るい。私はディスプレイから視線を逸らし、向かいのデスクに座る田上さんの方を見た。ちなみに私の横は岩室係長。

「なあに？」

「えっとお、変な噂聞いて」

「噂？」

　首を傾げる私の横で、岩室係長がちょっと焦ったように顔を上げた。

「田上さん。変な噂をいちいち真にうけるのはどうかと」

　係長の言葉に、明らかに田上さんがムッと眉を顰める。

「だって本当かもしれないじゃないですか」

「え、なんですか、なんか噂あるんですか私」

　反応してしまった私に、田上さんはやけに甘ったるく、にっこりと微笑む。

「愛人なんじゃないかって」

「愛人？」

　ぽかんと田上さんを見つめる。愛人……？

「一体誰の」

「瀬波社長ですよ」

「え!?」

　私はびくりと肩を揺らしてしまった。孝志さんの愛人……だなんて思われてるの!?

　いやいや実父！　秘密だけど実父！

「ち、違いますよ」

「じゃあなんで瀬波社長の秘書だった月岡さんがこの会社に？　瀬波社長をめぐる女性たちのトラブルで、月岡さんが瀬波建設にいられなくなったからだって、みんな噂してますよ」

「えぇ……」

　たしかに、秘書業務の研修として孝志さんの秘書っぽいことはやった。でもそれは全部笹倉副社長の秘書になるためで……。

「……瀬波社長はそんな方ではないですよ」

　孝志さんは恭子さん一筋。女性トラブルなんて起こしようがない。もっとも顔がいいせいで、愛人だの恋人だのと艶めいた噂だけは昔からある人だけれど。

「じゃあ説明してください！」

「瀬波社長に紹介されたからです。他に理由なんて」

　分からない。本当に知らない……。

　田上さんの勢いにたじろいでいると、ぽん、と肩を叩かれた。不思議に思い顔を上げると、なんだかとても無表情な笹倉副社長が相変わらずのいい姿勢のまま立っていた。

「ふ、副社長」

「田上さん。月岡さんは有能な秘書です。それだけではいけませんか」

「……でも」

　悔しそうに私を見る田上さんの視線が、副社長と私と岩室係長をウロウロと彷徨う。

「まだ何か」

「──いえ」

　田上さんは唇を噛みキーボードに視線を落とした。なんとも言えない微妙な空気に身体を縮めていると、副社長が「月岡さん」と私を呼んだ。

「は、はいっ」

「忙しいところ悪いのですが、コーヒーお願いできますか」

　私はこくこく頷きながら椅子を立つ。

　それからようやく気がついた──副社長、私のこと「有能」って言ってくれた？

　少しは認めてくれてるって思っていいの？

　ばっと彼を見上げると、腹が立つほど整った彼は涼しげに「では」と言い置いて歩き出す。

　給湯室でコーヒーを淹れて、急いで執務室へ向かった。目線を上げ「ありがとう」と僅かに頬を緩めた副社長に、思い切り頭を下げる。

「なんですか」

「ありがとうございました……！　庇ってくださって」

「……本当のことを言ったまでです」

　副社長は淡々と答え、ブラックコーヒーを飲みながら視線を資料に戻した。

　……けれど私は気がついてる。

　副社長、耳、真っ赤。

　え、照れてる？

　か、可愛い……。

　思わずそう思ってしまって、ハッと首を振る。どうしたの私、そんな、副社長のこと可愛いって思うだなんて！

「……副社長って」

「なんですか？」

「優しいところもあるんですね……」

　副社長はムッと眉を寄せる。

「元からです。優しくなければ、酔っ払った秘書を迎えに行ったりしない」

「うっ。そ、その節はどうも……」

　その話を出されると、私はもはや何も言えなくなる。思わず出た苦い笑顔を、副社長は憮然とした表情で眺めていた。

　秘書室に戻るやいなや、田上さんと目が合う。その敵意をこめた視線が逸らされ、田上さんは鼻息荒く立ち上がり「お手洗い行ってきます！」と席を離れた。

「……大丈夫だった？」

　小さく気遣ってくれる岩室係長に頷き返すと、彼は軽く肩をすくめる。

「田上さん、あんな人じゃないはずなんだけど……どうしちゃったんだろう」

「昔からご存知なんですか？」

「ああうん、僕が営業部にいたころから。それこそ瀬波社長とも何度もお会いしたことがあるし」

　そこでふと言葉を切ったあと、岩室係長は少し声をひそめた。

「あのさ、これはあくまで僕の推測だから他言無用でお願いしたいんだけれど」

　岩室係長は人の良さそうな顔を更に申し訳なさそうな色に染める。

「田上さん、副社長のことが好きなんじゃないかなと」

「……笹倉副社長のことを？」

「そう」

　係長は頷く。

「秘書室に、それも副社長付けと打診したとき田上さん、ものすごく喜んで」

「へえ……」

　たしかに副社長はイケメンだ。背も高いし性格は……まあ最初こそ冷たかったけれど、最近はそうでもない。田上さんには最初から丁寧な感じだったし。

「だからさ。最近、月岡さんに僕が色々引き継ぎしてるでしょう。月岡さん、どんどん副社長とふたりで行動することが増えてるし」

「……だとしたら彼女、子供みたいな嫉妬を仕事に持ち込んでるってことですよね」

　ちょっとあり得ない。

　はあ、と息を吐いて秘書室のドアを見つめた。

「まあね……僕からも注意しておくし、これ以上私情を挟むようなら配置換えも考えるから」

「お願いします」

　やや小声でそう返したとき、ガチャリとドアが開いた。少し声をひそめていたため、ちょっと近い距離にいた私たちはさっと離れて何食わぬ顔をする。田上さんが足音も荒く椅子に座った。回転椅子が軋む音が、彼女の怒りを表しているような気がして、なんていうか……。




（……超怖いんですけど!?）

　あれから数日後、敵愾心を隠さないようになってきた田上さんが完璧に拗ねた子供の態度でぷいと顔を背ける。

「あたしのせいじゃないですー。どう考えても月岡さんですー」

「いや、どっちのせいというか……どうしてダブルブッキングになったのか、その原因を……いやそんな場合じゃないな。なんとか時間を調整して」

「知りません！　そっちの案件をキャンセルすればいいんじゃないですか！」

　私たち（……というか、私と岩室係長）が頭を抱えているのは、来週の副社長の会議の日程が被っていたことだ。一件は私が担当しているイギリスの保険会社との接渉、もう一件は田上さんが受け持っていたアジア圏の新規の建設会社との契約だった。

「先に保険会社さんと会う日が決まってたよね？　わざわざ来日までしていただいてるのに」

「こっちだってそうですう。契約の方が重要と判断したので日程入れましたあ。被ってるのくらい、そっちが気がついて調整くらいしてくださいよ、有能なんでしょう月岡さん」

　思わず息を呑んだ。

　まさかこの前、副社長に庇ってもらったのを未だに根に持ってるの？

「調整って。いきなり日程出しておいてそれは」

　反論した岩室係長に、田上さんはムッと唇を尖らせる。本当に子供みたいで、じわじわと怒りが湧いてくる……けど、そんな場合じゃない。

　完璧にもう何も言わなくなった田上さんを放っておいて、私と岩室係長でぴったり重なった日程をこねくり回す。

「どう……します？」

「どうもこうも、どちらかに時間を譲ってもらうしか」

　確実に田上さん、わざと時間まで合わせて来ている。どうにかこうにか、既に来日していた保険会社の担当の方に平謝りで時間を調整してもらった。午前中が建設会社、お昼過ぎが保険会社。

「田上さん」

　一息ついてから、岩室係長が冷たい声で言う。

「あなたには部署を異動してもらいます。いいですね」

　田上さんはきっと私を睨んで、それからしぶしぶといった雰囲気で頷いた。ああ、なんで「お前が悪い」みたいな顔をされなきゃいけないの……。

　なんかもう、微妙にストレスが溜まることが続いている。マンションのゴミコンテナ荒らしはどうやらカラスじゃなくて人間が犯人みたいで注意書きが貼ってあるし、私のゴミ袋も荒らされちゃってたらしくて気味が悪い。ウチのだけじゃないから、きっとイタズラなのだろうけれど……管理人さんのストレスは爆発寸前だろう。




　で、結局のところ、田上さんは退職までしてしまった。噂が広まったわけでもないのに、当てつけのように辞めて行ったのだ。おかげで後任もなかなか決まらず、そのせいで田上さんに引き継いだはずの業務もすっかり私に戻ってきた。そうして思わず悲鳴を上げる。

「なんで……！」

　大量に溜まった名刺と書類。データにしたりファイリングしたりするだけの作業なのに、時間もあったはずなのに、ほとんど手をつけられていなかった。こういう地味な雑用と捉えかねない作業の積み重ねが、後々響いてくるのに……！

「正直なところ、月岡さんに戻ってもらえて良かったです」

　副社長が声に安堵を滲ませて言う。

「田上さんは俺といると緊張するのかなんなのか、執務室での作業はほとんどしてもらえませんでした」

「ええ……」

　副社長が好きだったんじゃないの、田上さん！　好きな人といると緊張する〜、とかそんな女子中学生みたいな理由で仕事をしてなかったの田上さん……!?

「とにかくこの辺りのデータ起こしは今日中にやってしまいます」

「……無理は」

「しないので大丈夫です」

　とは言ったものの、地味な作業というのは思った以上に時間をとってしまうもの。

　気がつけば、連日残業残業で──。




（……でも、毎回送ってくれるのなんでだろう？）

　私はそんなふうに思いながら、車窓から夜の東京の街を眺める。笹倉副社長は当然のように毎回私を家まで送ってくれるのだ。自らハンドルを握り、あの酔っ払った日に迎えに来てくれたのと同じ紺色のセダンで。

　街灯の下を通るときだけ、橙がかったライトに照らされて笹倉副社長の整った横顔がはっきり見える。

「……どうかしましたか？」

「いえ、なんでも」

　答えながらあくびが零れる。こうも連日遅くなると、どうしても寝不足と疲労が溜まっていた。

「もう少しで到着しますが、寝てていいですよ」

「え？　いえ、そんなわけには」

　上司に運転させておいて眠るなんて──そう思っていたはずなのに、気がついたら眠ってしまっていたらしい。

　ハッと口元を押さえ（まさか涎なんて零してなかったよね!?）慌てて副社長に向き直る。

「ふ、副社長。失礼しました」

　もうマンションの前だ。もしかして起きるのを待っていてくれた？

　腕時計を確認すると、おそらく着いてからそこまで時間は経っていなさそうだけれど……。

「──いえ」

　ふっと笑いながら彼は言う。出会った当初は苦々しく私を見ていた目元が柔らかい。ああこの人、こんなふうに笑うんだ。

　きゅんとした。

　この間から変だ。可愛いって思っちゃったりきゅんってしちゃったり。

　車から降りて挨拶をするけれど、副社長はなかなか出発しない。いつも彼は私がエントランスに入るのを見届けてから発車させるのだ。私はエレベーターのボタンを押しながら異様に高鳴る胸の鼓動について思考する。

「なんだろ？　これなに？」

　いや、そんなのもう分かってる。

　私、恋をしてしまった……ようだった。多分。よりにもよって、笹倉副社長に！　理想の「優しくて穏やか」な男性とは全然違う、クールで無愛想な彼に！

（恋なんかしてどうするの……！）

　私は軽く絶望感を感じながらため息をつく。恋をしちゃったかも〜、なんて浮かれる前に、そもそも私、嫌われて……はないにせよ、好かれてもないはずだし。ちょっと前まで挨拶まで無視されていたくらいだ。

　突然の恋愛感情と失恋の予感に戸惑いつつエレベーターホールの張り紙「ゴミ集積コンテナの適正利用について」を眺めていると、ふとスマホが震えた。忘れ物でもしたかな、副社長かな、とドッキドキしながらディスプレイを見ると非通知。

「……？　はい」

　ガアッと開くエレベーターのドアを抜けながら仕事の件かもと一応通話に出るも、無言。眉を寄せてしばらく会話が始まるのを待ってみるけど、やっぱり無言。ぽん、と電子音が鳴ってエレベーターが私の住む四階に着く。

「切りますね〜」

　イタズラだったかな、とエレベーターを降りながら画面をタップする。と、次の瞬間またスマホが震えて。

「しつこい……って副社長？」

　はい月岡です！　と通話に出る。

『月岡さん。ちゃんと家に辿り着いてますか』

　心なしか、副社長の声が硬い。

「あ、はい今」

　ガチャガチャと鍵を開け、部屋に入る。

『きちんと戸締まりしてください』

「しますけど……」

　玄関の内鍵を閉めると、ようやく少しホッとしたように副社長が話す。

『実はさっき、不審な男を見かけたんです』

「不審な男？」

　副社長が言うには、車を発進させてすぐにマンションのガラス戸からエントランスを覗き込んでいる妙な男がサイドミラーに映ったらしい。

『それで不審な男に話しかけたのですが』

「え、何やってるんですか副社長……！」

　私は電気をつけながら眉を寄せる。

「いきなり刺されたりしたらどうするんです」

『これでも一応、合気道の段持ちなので大丈夫です。月岡さんがマンションに入った直後にエントランスを覗き込んでいたんですよ。月岡さんに何かあったらどうするんですか』

　言い返された……し、びっくりした。

「え、副社長、私のこと心配してその人に話しかけてくれたんですか？」

『いけませんか』

　淡々と答えられて、きっと彼の方に恋愛感情なんかないのに心臓がきゅううんとしてしまう。はあ、やばい。これ、普通に好きになっちゃってる……。

『ただ逃してしまったので。どうしますか、警察に……』

「お、大袈裟ですよ副社長！」

　私は慌てて止める。何かあったって訳じゃないし！

　渋る副社長に「何かあればすぐ相談する」と約束をして、通話を切った。

「あー……」

　私はベッドの上にぽすんと寝転がりコロコロ転がる。

「ほんと、好きになっちゃったかも……」

　ちょっと優しくされただけでコロッと行くの、我ながら本当にチョロいなあと思う。可能性なんかないのに。

　仮に万が一、奇跡が起こってうまく行ったとして両親のことを知らせないわけにはいかない。

　私は思い描く。

　私の父親が自らの会社の最重要取引先の社長で、母親が世界的ランジェリーメーカーのＣＥＯだと知った時の彼の対応を。

　きっと大事にされるだろうな。

　だって大事にしなくちゃいけないもの。毎日気を使ってくれるだろう。私の機嫌を損ねたら、それこそ大ごとだから。

　でもそうなったら、きっと私は幸せじゃない。本当に彼は私を愛してくれてるのか分からないまま、日々を過ごしていく。

「それってきっと幸せじゃないよね」

　ぽつんと呟いて、私はこの恋心を深く仕舞い込むことに決めた。







【４】（瑛太郎）








　新しく秘書に配属された田上さんが職務態度に問題があり異動になった、と岩室係長から聞いた。正直それについてはホッとしていたし、同時に申し訳なくも思った。月岡さんの仕事量が倍に増えたからだ。

　お陰でいつも定時退社をしていた彼女が、今や連日残業の憂き目にあっている。気がつけば月岡さんを自宅マンションまで送るのが日課になっているが、それに関しては……なぜだろう、とても楽しみにしている自分がいる。

　けれどまさか、田上元秘書が予定をわざとダブルブッキングさせるなんてことをしでかしていたとは。

「……そういったことは早めに伝えてもらえますか」

　俺がそう言うと、月岡さんはシュンと眉を下げた。心臓がギュン！　としたあの酔っ払い事件から約ひと月。彼女は完璧なビジネススマイルの合間に時折、こうして素の表情を覗かせる。

　俺はその微妙な変化が、なぜだか嬉しくて仕方ない。緩みそうになる唇を引き締めて、ビジネスモードに表情を変えた月岡さんの言葉を待つ。

「……私と岩室係長で対応できると判断いたしました。ただでさえお忙しいのに、これ以上副社長の手を煩わせるようなことは」

「そんなに気を使って頂かなくて結構」

　やや早口になった──仕事が遅いからこっちでやったぞ、と言われたような気がして。

　もちろんそんなことはないのだけれど。俺の勝手な被害妄想だ。自分にダメ出しをし続けている、その副産物。

　月岡さんがハッとしたように息を呑み、それから「勝手をいたしました」と頭を下げた。

「あ……」

　ずきん、と胸が痛む。

「……すみません、八つ当たりでした」

「え？」

「元からスケジュールの調整は全て任せてありますし、田上さんはともかく、岩室係長のことも月岡さんのことも信頼しています。ある程度の裁量は任せているはずなのに」

　言葉を切って息を吐く。

　足元からじわじわと焦燥感が這い上がってくる。自分にダメ出しを続けてどれくらいになるだろう。俺がしっかりしないといけないのに。

　そんな俺に月岡さんは言った。

「副社長、寝てますか？」

「ん？」

「寝てないでしょう。仕事しすぎです」

「しかし、仕事をしない訳には」

　親父はまたいつ倒れるか分からない。この会社で働く社員、その家族──全員について、俺は責任がある。畑違いだ、知らないんだのなんだのと泣き言を言っている場合じゃないのだ。

「……社長、お昼寝しましょっか」

「は？」

　急に何を、とデスクで眉を上げた俺をよそに、月岡さんは応接セットのソファに給湯室からタオルを持ってきて重ねた。

「とりあえずこれ、枕代わりで」

「月岡さん。昼寝なんかしないですよ俺は」

「そんな寝不足の顔で仕事されるの、目障りですよ」

「目障り……!?」

　さすがに目を大きく開いた俺に、月岡さんは「あ、すみません」と慌てて手を振った。

「違うんです、言葉を選び間違いました」

　気にかかるくらいのニュアンスです、と言ってはくれるけれど──そうか、傍から見ていても俺の状態は良くないらしい。

「……では、十五分だけ」

　そう言って、ソファに横になる。

　とはいえ、そう簡単には眠れない。眉間を寄せた俺に、月岡さんが話しかける。

「私、出てますね」

「──いえ」

　気がついたら、月岡さんの手首を掴み引き止めていた。

「ここに」

　言いながら焦る。ここにいてもらってどうするんだ？

　目線を逸らしながら手を離す。

「すみません」

　けれど月岡さんは微かに笑って、横になる俺のそばでしゃがみ込む。そうして俺の額に手のひらを乗せてきた。少しひんやりした、嫋やかな指先──

「ここにいますから、眠ってください」

　その声に、少し低い彼女の体温に、とてつもない眠気が襲ってきた。

　眠りの底に落ちていきながら思う。

　彼女を抱き締めて眠ることができたら、どれほど深く眠れるだろう？

　そんな、益体もないことを──




　眠りの底で、夢を見た。

　月岡さんの夢だ。

　朝靄を反射する遠浅の海、膝まで水に浸かった月岡さんが振り向いた。白いワンピースの裾が風に揺れる。そうして彼女は笑う。少しはにかんだような、キュンじゃなくて心臓がギュンとする笑顔で。

　俺は彼女に手を伸ばす。

　届きそうで届かない。




「──あ」

「起きましたか？」

　頭の芯がぼうっとしている。俺を見下ろす月岡さんの表情は、さっき夢で見たものと同じ──。

「少しはすっきりしましたか」

　そう問いかけてくれるけれど、まだ頭が混乱している。

　何度か目を瞬きながら、俺を覗き込む月岡さんの頬に手を伸ばす。柔らかで温かな彼女──良かった、届いた。

「副社長？」

　そう問いかける彼女の頬を両手で包み込む。そっと引き寄せると、思った以上にあっさりと月岡さんは俺の胸に落ちてきた。ぎゅっと抱き締める。

　心臓がうるさい。

　強く拍動して、その度に血が巡り意識がはっきりしていく──。

「……ん？」

　俺、何をしているんだ？

　慌てて手を離し、起き上がって距離を取る。

「す、すまない。本当に……！　半分寝ぼけていて、その」

　俺の言葉に、月岡さんはポカンとした後思い切り笑った。衒いのない、溌剌とした笑顔。

　心臓が震える。

　恋に落ちるというのは、この瞬間のことを言うのか。

「副社長も寝ぼけることあるんですね」

　くすくすと笑いながら月岡さんはそっと俺に手を伸ばす。髪に触れたのは、寝癖を直すためだろう。

　ヨシ、という顔で俺から離れる彼女の体温。

　どうしよう、どうしたらいい？

　目の前の彼女を抱き締めたくて仕方ない。




　こんな恋をしてどうするんだ？

　彼女は瀬波孝志の愛人──あるいは恋人──のはずだ。

　ホテルで見かけたふたりのリラックスした空気は絶対に秘書と社長という間柄のものじゃない。けれど年齢はかなり離れていて……。

　一億円、彼に返すと言っていた。なんでも言うことを聞かなければならない、とも。

　もしかしてそれで脅されている？

　嫉妬と怒りと諦めと恋慕がぐちゃぐちゃになって心臓で渦巻く。

　俺は彼から君を奪いたい。




「あの」

「なんですか？」

「何か俺にできることはないですか」

　散々迷った挙句にようやくそう口にしたのは、例の田上さんのせいで昼過ぎにセッティングされた英国の保険会社との交渉からの帰りの車内だった。社用車の後部座席にふたり座り、夕方からのスケジュールを確認する月岡さんに思い切ってもう一度聞く。

「やって欲しいこととか」

「……？」

「なんでもいいんです」

　まさかいきなり一億貸してくれと言うなんて思っていない。けれど、何かしらの相談さえしてくれれば……。

　それで、瀬波孝志との縁が切れるのなら。

　君が瀬波孝志に恋をしていないのならば。

　けれど不思議そうに月岡さんは首を傾げただけだった。それから「あ」と手を叩く。

「もう少し体調をご自愛いただけると」

　にっこりと口角の上がるビジネススマイルでそう言われると、無性に寂しくて仕方ない。

「……分かりました」

　返事をしながら強く思う。

　彼女に信頼されるためにはどうしたらいいのだろう？

　恋をしてもらうには？

　追われる恋愛ばかりだった。

　自分から好きになるなんて初めてで、何をどうすればいいのか全く分からない──。

「そういえば」

　ふ、と思いだしたように月岡さんが手帳をめくりながら言う。

「明後日からの西表島の現地視察ですが」

「ああ、例のリゾートホテル建設の」

　離島ということで、資材の輸送にもかなりのコストと時間がかかる。なおかつホテル側のコンセプトが「自然との調和」らしく、一度視察をした方がいいということになっていた。

「岩室係長の予定が合わなくなりまして、代わりに私が同行することに」

「……!?」

　俺はばっと彼女の顔を見た。

　月岡さんと旅行？　いや旅行ではないのだけれど、出張なのだけれど、仕事なのは分かっているのだけれど……二泊三日、彼女と一緒にいるのか？　ずっと？

「──引き継ぎはきちんと受けましたのでご心配は」

　俺の驚愕をどうとったのか、月岡さんが淡々と言う。俺は慌てて首を横に振る。

「いや、信頼してます。その点は大丈夫なのですが」

「……？　では、なにが？」

「その、女性と出張というのは」

　しどろもどろになった俺に、にっこりと月岡さんが笑う。例のビジネススマイルだ。

「大丈夫です。副社長と私で何かあるわけないじゃないですか」

「……そうですか」

「そうですよ」

　ビジネススマイルのまま断言されて、俺は叫びたくなる。いいか月岡さん、君は君に劣情を抱いている男と二泊三日もするんだぞ！

（まあ、手を出す隙なんかないか……）

　こっそりとため息を吐く。その上彼女は瀬波社長の……。

　また嫉妬が湧いてくる。

『一億くらい出すからあいつとは切れてくれないか？』

　そう言えればどれだけいいか。

　けれど彼女にしてみれば？　いきなりそんな重い感情をぶつけられて、肩代わりされた罪悪感から側にいることを決められても、そんなの少しも嬉しくない。一億円で彼女を買うようなものだ。安いものだけれど。

　そんな重苦しい感情を抱いたまま石垣島を経由してたどり着いた西表島、その宿泊先のロビーのソファで、月岡さんと俺はぽかんとしていた。

「キャンセル？」

「はい」

　困ったようにホテルマンはタブレットを操作した。

「確かに、当初はジュニアスイートひと部屋、シングルひと部屋でご予約をいただいておりました。しかしその後両部屋キャンセルに……」

「まさか」

　呟く月岡さんと目が合う。おそらく同じ人物が頭に浮かんでいただろう。

　……まさか田上元秘書、こんな嫌がらせまでしていたとは。

「他の部屋は」

「あいにく……その、近隣のホテルにも問い合わせはしたのですが、何しろシーズン中ですので」

　夏休み真っ盛り。

　横では月岡さんが思案顔で「石垣島のホテルはどうでしょうか」と俺を見上げた。

「また明日こちらに来なくてはいけないのは手間ですが、致し方ないかと……」

「いや」

　ふと思いついたことがあり、スマホを取り出す。

「ウチの親戚の別荘があったはずです。借りられないか交渉してみましょう」

「では、私は明日一番の船で」

「月岡さん」

　別に、下心どうこうじゃない。

　ただ、負担をかけるのは避けたかった。

「月岡さんも一緒に」

「──いいのですか？」

「部屋ならたくさんあるんです」

「でも」

「俺と君で何かあるわけない──そう言ったのは君じゃないか」

　月岡さんが目を瞠ったあと、少しホッとしたように微笑む。やはりフェリーで一時間を往復するのは、少しきつかったのかもしれない。隠しているつもりだったようだったけれど、船酔いしていた様子もあったから。




　幸いなことに二つ返事で別荘を借りることができた。プライベートビーチに面した二階建てのコテージだ。ちょうど前日に管理を任せている地元の人が掃除に入ってくれていたらしく、鍵を受け取って入ると埃っぽい様子もない。

　リビングにはテラスへ続く大きなガラス製の折れ戸があり、遠浅の海が目の前に広がっていた。寄せては返す透明な波が夕陽で煌めく。

「わー……」

　月岡さんがきらきらとした瞳で窓にそっと近づく。

「綺麗ですね」

　その背中を抱き寄せたい感覚に陥り、実際にその衝動に身を任せそうになったとき──月岡さんは振り向いて言った。

「では明日の確認をしましょうか」

　その表情はさっさとビジネスモードに切り替わっている。内心肩をすくめつつ、リビングのソファに座り明日の視察の打ち合わせを始めた。

　あたりがすっかり暗くなった頃、当初宿泊予定だったホテルに頼んでいた夕食のデリバリーが届く。ジーマーミー豆腐やラフテーなど知っているものはもちろん、東京の人間にとっては目新しい食材も多い。

「なかみじる……？」

「ヤギの内臓らしいです」

「へえ！」

　月岡さんも興味津々に食事を平らげていく。彼女とこうやって食事をするのは初めてだ。

「マンボウのカルパッチョ！　マンボウなんて食べられるんですね」

「一時期は回転寿司でも使われていたらしいが」

「え、副社長、回転寿司なんて行くんですか」

　そんな益体もない会話が楽しくて仕方ない。月岡さんはコロコロと表情を変える。その表情ひとつひとつが、……愛おしくてたまらない。

「ごちそうさまでした！」

　すっかり綺麗になった皿を前に、月岡さんが両手を合わせる。

「お皿、洗っておきますね。その後コーヒー淹れますから打ち合わせの続きを……」

「散歩でも行きませんか」

　俺は折り戸の向こうを目線で示した。水平線の真上に細い月が浮かんでいる。

「散歩……ですか？」

「食べ過ぎたので」







【５】








　潮騒の音が静かに響く。

　遥か遠く月が輝いていて、私は好きな人と砂浜を歩いている──。

（どっ、どうしよう！）

　私は笹倉副社長に気が付かれないように必死だ。この出張が決まった時からずーっと顔面にできるだけビジネススマイルを貼り付けて過ごしている。時々剥がれていたような気もするけれど……。

　だって私に恋愛感情があるのがバレたら、せっかく縮まった距離がまたぐんと開いてしまうのは目に見えている。

　少し前を歩く、彼の広い背中を見つめながら考える。私は仕事用のシャツにタイトスカート、パンプス姿のままだったけれど、副社長は部屋着なのかＴシャツにジョガーパンツ、サンダルとラフな服装になっていた。

　でもせっかくのふたりきりなんだ。

　こっそりとこの散歩を失恋の前の思い出にするくらいはいいだろう。

　私は小さく苦笑しつつ彼を追いかけようとして、バランスを崩した。そもそもパンプスで砂浜は歩きにくい。けれど他に持ってきていないのだから仕方ない──と、温かな体温に抱き止められる。

「すまない、靴のことを考えていなかった」

「あ、いえ……」

　顔面が！　発熱しています！

　顔を伏せて離れようとする私の身体を、笹倉副社長がぎゅうっと抱き締める。

「え」

「……離したくない」

「副社長？」

「君は『何かあるわけがない』と言うけれど、何かあったらいいと思うに決まってるだろう」

「それって、どういう……」

「月岡さんみたいな魅力的な女性といて、邪な感情を抱かないほうがおかしいと言っているんだ」

　私は目を丸くして彼を見上げた。

　至近距離に、彼の整った瞳──。

「……魅力的、ですか？　私は」

「男ならみな、そう感じると思う」

　そう言ってなぜか副社長は悔しそうに目を細めた。私なんかを魅力的だと、性的欲求を持ってしまうのが不服なのかもしれない。

　それでも、いい。

　彼にしがみつく。

　思い出に──失恋の前の、思い出に。

　身体だけでも、一時だけでも、彼を得られるならば、それで。

　唇が重なる。

　何度か柔らかく触れてきたそれは、やがて少しずつ深くなった。彼の舌が、ゆっくりと口の中を撫でていく。歯列をなぞり、内頬の粘膜を柔らかく擦り、舌を優しく食んだ。

　それだけで、ただでさえ彼にしがみついている身体から力が抜ける。崩れ落ちそうな私の腰をぐっと彼に引き寄せられて、大きく息を呑んだ。下腹部に当たる硬い熱にお腹の奥が疼く。

　抱かれたい、と心の奥底から思った。

　彼の広い背中に手を回す。

　きゅ、とＴシャツを握り、自分から舌を絡ませた。副社長は「ぐっ」と低く息を呑んで、それから私を抱き上げた。お姫様抱っこ！

「ひゃあっ」

「くそ、可愛いことするなよ」

　歩きながら吐き捨てるようにそう言って、彼は私の頭に何度もキスを落とす。

　折れ戸からリビングに入り、大股に彼は寝室へ向かう。真新しいシーツが引いてあるそこに私を寝かせ、彼は邪魔と言わんばかりに雑に自らのＴシャツを脱いだ。鍛えられた身体に目を瞠る──じゃない、ええっと！

「ふ、副社長、私、靴」

　ベッドの上で身体を起こし慌ててパンプスを脱ぐ私からそれを奪うように、彼は床に敷かれたラグにそれを投げた。

「悪いが余裕がない。靴も服も、破損があればすぐに買い換えるから許してくれ」

「……え？」

　再びシーツに縫い付けられた。

　左手を持ち上げられ、甲にキスを落とされる。その唇から舌が出てきて、ぺろりと指と指の間までも舐める。

「っ、副社長」

「瑛太郎だ、橙子」

　かり、と指を噛まれた。

　その声に微かに焦燥が混じっているような気がして、私は首を捻る。

「副社長……？」

「呼べないのか？」

　手首を掴まれ、ぺろり、とその少し肉厚な舌で手のひらを舐められた。ゾクゾクとした何かが背中を走る。

「瑛太郎、さん……」

　思わず唇から零れた言葉に、彼は──瑛太郎さんは満足げに頬を上げた。

「橙子」

　そう言って手首の内側、脈のあるあたりに彼はちゅ、と吸い付いた。

　目が合う。視線が絡み合ったまま、瑛太郎さんが手首に甘く噛み付く。

「あ……」

　私はずくんとお腹の奥が脈打つのを感じた。

　それははっきりとした欲情で、自分に戸惑う。

　瑛太郎さんが私のシャツを胸の上まで引き上げた。そうして私の身体を見下ろす。

「……あ、似合わないですよね」

　私は恥ずかしくてみじろぐ。

　だってこれ、恭子さんのブランドのランジェリー。新作だとかで送り付けられて、勿体無いから着ていたそれは真っ赤な花模様の刺繍レースでできたもの。

「その、私の趣味というわけじゃなくて」

「……そうですか」

　瑛太郎さんの声がワントーン低くなる。そのまま乳房にむしゃぶりつかれた。

「ふ、ぁっ」

　レース越しに先端をコリコリと歯で弄ばれ、舌先で突かれる。反対側の乳房を下から持ち上げるように揉みしだかれ、思わず腰が跳ねた。大きく温かな手で揺さぶられる。

「ぁ、ああっ」

　腰が揺れそうになり、恥ずかしくて太ももをぎゅっと閉じて耐える。足の付け根からお腹の奥までを、むずむずと切ない感覚が支配した。それは私のお腹の奥を潤ませ、欲しがって泣くかのように入り口から温い水を溢れさせる。

（どうしよ、どうしたらいいんだっけ）

　私は与えられる悦楽に混乱しながら考える。だって処女でこそないものの、大学の時に元カレと片手で足りるくらいの回数を経験したことがあるくらいで……それだってもう何年も前で！

　そんな混乱を打ち消すように、瑛太郎さんは私の背中にするりと手を入れ、ブラジャーのホックを外す。そうして顕になった先端、こりこりと硬くなって刺激を待つそこに舌先で触れる。

「んぁ……っ」

　腰が跳ねた。

　私の反応の何が良かったのか、少し満足そうに彼は先端を舌先でつつき続ける。

「あ、ぁんっ、あっ、やっ」

　自分のものとは思えない、上ずった甘い声が溢れる。焦らすような動きに耐えられず、視線を彼に向けるとばちりと重なった。

「ぁ」

　欲情を隠しもしない、獣めいた瞳に心の裡から歓喜が湧いてくる。

　好きな人が、私で興奮してる。

　嬉しすぎて、思わず目を細める。──と、瑛太郎さんが軽く眉を上げた。

「余裕みたいだな」

「え」

　そう返事をするのと同時に、先端が彼の口内に含まれてしまう。温かな口の中で、勃って敏感になった先端が舐られ弄られ甘く噛まれた。

「あぅ……っ」

　身体を跳ねさせ、瑛太郎さんの腕を強く掴んだ。微かに彼が喉仏のあたりで笑う気配。男の人らしいその仕草に、胸と子宮がキュンとした。そのキュンとした子宮のあたりを、ふと彼が撫でる。

「ん」

　疼いているのがバレているような気がして、恥ずかしくて顔を背ける。ちゅぷ、とわざとらしいリップ音を立てて私の乳房から離れた彼がゆっくりと私の頭を撫でた。こめかみに落ちてきたキスにたじろぐ。だって、なんだか恋人みたいに大切にされているような気がして──。

　と、彼の硬い指先がゆっくりと頭から耳の裏を撫で、そのまま首筋を通り鎖骨を摘む。甘えた息が鼻から漏れて、頬が熱くなる。その指先は乳房を縁取るように更に下へ──肋骨をさすり、再び下腹部を撫でる。

「えいたろー、さん……」

　子宮の疼きは、切なさを通り越し痛みさえ覚えていた。あさましく腰を動かしそうになるのを、残り滓になった理性がギリギリで抑えている。

「お願い、挿れて」

　自分の入り口がひくついているのがわかる。キスされて、ちょっと触られたくらいで火がついたような欲情に身体が抗えない。

　本能が目の前の男を欲しがっている。

　瑛太郎さんが微かに目を細めた。そこに愉悦の色を感じ、私はぞくりと背中が震える。

　歓喜で。

「いじめて……」

　気がつけばそう言葉にしていた。瑛太郎さんは楽しげな声で笑う。

「変態」

　私は「違う」と首を振るけれど、彼は笑みを深めただけだった。そうして言う。

「じゃあ聞くけれど──どこに挿れて欲しいって？」

「どこ、って」

「言わなきゃ触らない」

　そう言いながら彼は下腹部を、子宮のあるあたりを緩く押した。

「あ、ぁう」

「ほらどこ」

　私は緊張と歓喜と羞恥に浅く呼吸を繰り返しながら、恐々と膝を曲げ、タイトスカートの裾を腰まで下ろす。

「ここ」

　どうしても言葉には出来なくて、彼の大きな手を足の付け根に導く。その手を押し付けて、はしたなく喘ぎたくなる。

　瑛太郎さんの指が微かに動いた。電流が走ったかのような快楽に思わず鼻から息が漏れた。

「ぅ、っ」

「凄いな。ストッキングまで濡れてる」

　くすぐるように彼は指先を動かす。その度に理性が剥がれ落ちて消える。

「ぁんっ、はぁ、っ、ここに、挿れて」

「何を？」

　ぴん、と指先で弾かれた。くちゅ、と溢れた水が音を立てる。

「あなたのっ……」

　私は半泣きになりながら強請る。

「お願い、お腹の中、慰めて欲しくて痛い……っ」

　は、と瑛太郎さんが笑う。

「俺のが欲しい？　俺が？」

　こくこくと頷く。

「じゃあ言って。ちゃんと」

　なぜか険しく眉を寄せた彼に、私は言う。

「瑛太郎さんをください……」

　瑛太郎さんは小さく息を呑んだあと、意地悪げに唇を上げた。

「ダメだ、まだ」

　そう言って、私の太ももをストッキングの上から撫でる。薄い生地が擦れ、くすぐったい。しかしすぐに、彼はその生地を伸ばし、弾くように破いてしまう。その間、彼はじっと私を見ていた。私も彼を見つめ続ける。お互いの興奮で室温が上がったような気さえする。

　伝線が広がるように足の付け根まで破かれ、彼は下着のクロッチを撫でた。

「趣味じゃない下着、どろっどろだけど？」

「ぅ、ぁ、はい……っ」

「腰動いてる」

　言われてハッと眉を寄せた。瑛太郎さんが低く笑いながらクロッチをずらす。

「……いつも」

　ふと零れた掠れた声に、私は目線を上げた。瑛太郎さんは私のそこを見つめて、なんだかよく分からない表情をしている。

「いつもこんなふうに？」

「っ、え、あ、ならないっ」

　微かに首を横に振る。

「なりませんっ、こんなの……っ、こんな」

　上ずった声で私は続けた。

「こんなにえっちな気分になったの、初めて……っ」

「……！」

　瑛太郎さんがぐっと息を呑む。そのまま私の足の付け根に顔を埋めた。

「っ！　だめ、汚いです、お風呂……っ」

「汚くない」

　そう言いながら彼は私の肉芽をちゅうっと吸う。勝手に顎が上がった。

「ぁ、ああ……っ！」

　電気が流れるような快楽に、目の前が真っ白になってしまう。イったのだと理解するのにしばらく時間がかかった。

　は、は、と肩で息をする私の太ももをぐっと更に広げ、彼はまた肉芽をちゅくちゅくと舌と唇で貪る。

「ん、ぁっ、やめてっ、またイ……っ」

　言葉が続けられなかった。肉襞を擦るように彼の指がナカへ進んできたから。

「ぁ、あっ、あ、だめ、一緒、だめ」

　瑛太郎さんの髪を緩く掴み必死に抵抗するものの、彼は一切気にかけず貪り続ける。

「ん、んぁっ、ふ、ぁんっ」

　その硬い指先でどろどろに蕩けた肉襞を更に解されながら肉芽をまた吸われると、全く抵抗できずに私は足先を跳ねさせた。

「ん……っ、んぁ、っ」

　イっているにも関わらず、彼の舌も指も止まらない。私はもはや泣いていて、彼の指が増えていることにも気がついていなかった。

　彼の指がナカで蠢く。きゅうっと肉襞が吸い付き締め付け、痙攣しているのが分かった。その状態で肉芽を甘く噛まれ、私は自ら足を大きく開き、発情期の猫のように叫ぶ。他にどうしようもなかった。

　もう何度イったか分からない状態で、ようやく私から瑛太郎さんが離れる。

　身体をぐったりとさせシーツに横たわる私の横で、彼がボトムスを下着ごと脱ぎ捨てる。そそり立つ屹立から私は目を逸らす。赤黒く太いそれは、先端からとろとろと露を零していた。まるで涎のようだと私は思う。

　それから彼はベッドの下に置いてあった鞄を引き寄せた。いつも持っているビジネスバッグ──そこから新品のコンドームの箱を雑に取り出して透明な包装をあっという間に破く。

「……あの、それ」

　私は首を傾げた。瑛太郎さんの耳が僅かに赤い。

「押し倒す可能性があるなと」

「え、可愛い」

　思わず漏れた本音だった。

「前から、その、私のこと、魅力的だと思ってくれてたんですか」

　コンドームを買っておくくらいに？

　好きな人からそう思われていたのが嬉しくて、ついニコニコしてしまう。

「そう言っただろ」

　耳たぶを赤くしたまま、個包装も破いて彼は屹立にそれをつける。それからボソッと「十個入りか」と呟いた。

「？」

「ギリギリ足りるかな」

「何が、……っ」

　ずれていたクロッチを更にくいっとずらされ、入り口に肉張った先端が押し付けられる。きゅうう、と期待でナカが収縮していた。ちゅく、と先端だけがナカに入る。

「あ」

「可愛い、か」

　瑛太郎さんが目を細め、私を見下ろしている。

「なら可愛がってくれるよな、橙子」

　そう言って一気に最奥までを貫いた。腰と腰が当たる音がする。私は半ば仰反るように、一気に与えられた快楽を受け止めた。

「く、……っ、はぁ、っ」

　目の前がちかちかする。

　私のナカが、欲しがっていたモノが入っていることに歓喜して震えている。

　肉襞を擦りながら彼のが抜ける寸前まで引かれたかと思えば、また一気に最奥まで突き上げられる。激しくその動きを繰り返されて、私は目を白黒させながらただ喘ぐ。

「んっ、ぁっ、あんっ、だめっ、激し……っ」

「何がだめなんだ、奥までうねって悦んでるのに」

　腰を打ちつけられるたびに、淫らな水音が部屋に響く。あまりの激しい快楽に、決して上品とも可愛いとも言えない喘ぎ声を上げて私はよがる。顔もとても見られない表情をしているんじゃないだろうか……。

　けれど、その想像すらも快楽に繋がって。

「う、ぅぁっ、ぁあっ、あっ」

「は、っ」

　私を見下ろし貫きながら、瑛太郎さんが笑う。それから続けた。

「ぐっちゃぐちゃの顔まで可愛いってずるいよな」

「ん、んぁっ、は、ぁ……んっ」

　可愛いってなんですか、って聞きたかった言葉はただの喘ぎ声になって消えた。

「橙子……っ」

　彼がそう名前を呼んで、私の頭を引き寄せるように掻き抱く。最奥をぐぐっと彼の屹立が押し上げた。

「あ……っ」

　跳ねる身体をぎゅっと抱き締められ、硬い熱をごつごつと打ち込まれる。子宮がわななき、肉襞がうねって彼を締め付ける。その快楽はぱちんと弾け、腰から全身に鋭い悦楽が滲みながら広がった。

　がくりと力が抜けた私を、瑛太郎さんが優しく抱き締め直してくれる。そこでようやく、下半身がびしょ濡れだと気がついた。サッと血の気が引く。

「っ、あの、私、何か漏らし……っ」

「？　ああ、潮だろ」

　さらり、とこともなげに彼は言う。

　私はどっちにしろ顔が青いと思う。

「ごめんなさい、こんなにシーツ汚して……っ。弁償」

「俺がするからいい。俺が」

　ぎし、とベッドを軋ませ彼は少し身体を起こす。

「俺が橙子を気持ちよくさせてるんだから」

「──っ、瑛太郎さ……ゃんっ！」

　瑛太郎さんが私の両足を彼の肩にかけ、屹立を真上から突き下ろしてくる。ばちゅばちゅといやらしい音が鼓膜を犯す。

「は、ぁんっ、やめっ、死んじゃ……っ、お腹の中っ、ぐちゃぐちゃになっちゃう……！」

　イく、とすら言えなかった。ただつま先を跳ねさせシーツを握り締める。ぎゅううっ、と彼のを締め付けると、瑛太郎さんが低く荒く息をして抽送を速める。子宮口が抉られるような快楽は何度も絶頂を連れてきて、私は泣きじゃくるようにただ彼の名前を呼んだ。

「えいたろー、さん、っ」

「……っ」

　彼の名前を呼ぶ唇にむしゃぶりつかれるのと、彼が薄い皮膜越しに欲を放つのとは同時だった。私のナカで彼のがひくつく。

　瑛太郎さんはぐっと腰を何度も押しつけるように、全部出してしまうかのように動いた後、まだ少し固いうちに出て行った。

　全身をシーツに預けながら、ぼうっと横目でコンドームを外す彼を見ていた。やがて襲ってきた眠気に身を任せていると、ぷちぷちとボタンを外す感覚に意識が浮上する。

「……？」

　もしかして、丁寧にも着替えさせようとしてくれているのか、と目を開く。瑛太郎さんと目が合うと、彼はうっすらと微笑んだ。

「橙子」

　私の名前を彼が呼ぶ。その声音には幸福が入り混じっているようで、私は戸惑う。性欲を発散したかっただけじゃないの？

　ボタンを外し終えた彼は、そっと私の首筋にキスをした。鎖骨にも。優しい仕草に目を瞠る。

　それからブラジャーも外され、スカートと、なんだか淫らなことになっている破れたストッキングも下着も全部脱がされて。

　そうして裸になった私の身体、その色んなところに唇を這わせる。

「ん……」

　再び熱を持ち出す身体にまごついていると、唐突に乳房に微かな痛みが走る。

　ちゅ、と瑛太郎さんがリップ音を立ててから離れたそこには、鬱血の痕。はっきりとしたキスマークに目を丸くする。

「瑛太郎さん？」

　首を捻る私をよそに、彼は所有の印をどんどんとつけていく。鎖骨の下、脇腹、太ももの内側……。

　その度にまた、身体の芯が蕩け始める。

「ん……っ」

　彼は思わず声を出した私をくるりとうつ伏せにして、背中にもキスを始める。きっと全身キスマークだらけ……。

「これで」

　瑛太郎さんが掠れた、満足げな声で言う。

「この痕が消えるまでは、他の男に抱かれるわけにはいかないよな」

「……え？」

　他の男？

　どういう意味だろう、と背中を撫でられながらぼんやり考える。

　……ああ、他に男がいてもいい、という意味なんだろうか？

　ちりっと胸が痛む。

　なんでだろう、分かってるのに。この行為は彼にとって大した意味はない。ずっと性的に魅力があるって思ってくれていただけで……。

　胸の痛みに唇を噛んでいた私の足の付け根を、ふと彼の指先が撫でる。くちゅ、と潤んでいる音がする。

「まだドロドロだな」

「へ？　あ、ぅ──……んっ！」

　熱を伴う質量が、またナカへ肉襞を擦り押し広げながら入ってくる。

　急すぎる快楽に、目の前に星が散ったかのようにチカチカした。

「ん、んぁっ、瑛太郎さ……っ」

　腰だけを軽く持ち上げられて、後ろから……今度は、さっきの激しいのが嘘みたいにゆっくり、ゆっくりと抽送された。

　私のナカを探るようにゆるゆると抜ける寸前まで腰をひいたかと思うと、今度は肉襞を味わうように徐々に最奥まで進む。

　もどかしいほどの動きなのに、彼がいちばん奥をとん、と突くとはしたないほど簡単に私はイってしまう。

「は、ぅ……ぅ」

　枕を抱き締め顔を埋め、何度も襲ってくる絶頂に頭がくらくらして何も考えられなくなっていく。とん、とん、と優しくリズミカルな動き……と、ふと彼の固い指先がシーツと私の身体の隙間に入り込み、肉芽を軽く摘んだ。

「……ッ!?」

　思わず逃げようとした私の腰は、ぐっと彼の身体に押しつぶされてしまう。そのせいで肉芽が彼の指に押しつけられ、私は悲鳴のような高い声を上げて達してしまう。達したにも関わらず、彼の抽送は動きを変えない。そうして指先は肉芽を弄り続けていた。

「ぁ、あんっ、やぁ、ぅ、だめ、だめ、だめ……っ」

　狂おしいほどに肉襞が彼に絡みつき締め付けている。肉芽はぐっと押しつぶされた状態で指先でもてあそばれて、自分でもわかるほどに硬くなっていた。

「一緒に、らめ、っ」

　舌が回らず、うまく言葉が発せられない。

「また来ちゃう……っ」

　イきすぎて、もはや何が絶頂なのかも分からない。イってるのに、イく。イかされる。瑛太郎さんの抽送が少し激しくなる。肉芽は指先で小刻みに弄られ、ナカは何度も擦り上げられる。

「ぁ、あ……っ」

　目の前が真っ白になる。イっているのに、やめてもらえない。口から零れる言葉は、もう意味を成していなかった。それどころか、思考さえ怪しい。

「橙子」

　名前を──呼ばれたような気がした。

「は、はぁっ、あんっ、あっ」

　でももう、何も考えられない……。

「一億くらい、俺が出す」

　瑛太郎さんが切ない声をしている、ことだけがわかる。

「ん、んぁっ、あっ……！」

　ごりゅ、と奥に更に突き立てられる。涙がぽろんと零れた。

「だから、あいつと切れろ」

　思考がバラバラだ。

　止まってくれないと、何も、何も……。

「こんな下着捨てろ」

「あっ、ぁあっ、あ……っ！」

　肉襞が蕩け落ちそう。熱くて熱くてたまらない。

「橙子、俺のものになってくれ」

「ん──……ッ！」

　訳がわからないまま頷かされ、そうして私は熱に浮かされたように意識を手放す。




　遠くに潮騒が聞こえていた。







【６】（瑛太郎）








　目を覚ますと、すやすやと眠る橙子が腕の中にいた。窓の外はまだ白み始めたばかりの朝。遠浅の海がきらめく。

　さらり、と橙子の髪を撫でた。これでもかと付けた鬱血は明らかな情事の痕。橙子と瀬波社長が本当はどんな関係か分からない。愛人なのか恋人なのか。一億円は一体なんのための借金なのか。

　けれど、と昏い独占欲が騒めく──少なくともこれが消えるまでは、彼女は瀬波社長に会えないだろう。

　そうして消えるのを指を咥えて見ているつもりもないのだった。

（もっとも）

　朝ぼらけの中、さらりさらりと橙子の髪を弄びながら考える。

（気持ちを告げれば、先に逃げてしまうかもな）

　以前に瀬波社長といるのを見かけた時の、親密そうな笑顔を思い出す。俺と彼のどちらを選ぶか、と迫れば──

　選んでもらえる自信はない。

　ならば、選んでもらえる男になるしかないじゃないか。

　自分にダメ出しし続けて、ひとりでへこんで空回りするのはもうやめだ。

「俺を選べ、橙子」

　そっと囁く。

　きみにふさわしい男になるから。




　東京に戻って最初にしたことは、橙子に家の鍵を渡すことだった。

「これは？」

　執務室のデスクの前、コーヒーを持ってきてくれた橙子が首を傾げた。

「俺のマンションの鍵です。オートロックの暗証番号は」

「ちょ」

　橙子が慌てる。

「ちょっと待ってください副社長。ご自宅の鍵を預かるのは……職務上必要というならば、岩室係長に」

「月岡さん」

　俺は目を細めて彼女を呼ぶ。

「これは仕事の話ではありません」

「……あの」

　橙子の目元がほんのりと赤らむ。愛おしくて押し倒したくなるのを抑えて続けた。

「仕事に私情は持ち込みません。代わりにプライベートでは可愛がってもらえませんか」

　にっこりとそう告げると、橙子の頬が真っ赤に染まる。

「なっ、何を、っ、今も仕事っ」

「休憩中なので──橙子」

　椅子から立ち上がり、その真っ赤になった耳元で彼女の名前を呼ぶ。

「俺のものになると、頷いたでしょう」

　ばっ、と橙子が顔を上げた。綺麗な瞳をこれでもかと大きく広げ、目を潤ませて俺を見上げている。

「っ、嘘、あれ……夢、だと」

「現実ですよ」

　さらりと言い切る。

「俺のものになれと言いました。……瀬波社長と関係を切って」

　橙子が目を瞬く。

「瀬波と」

「一億円の借金があるのは知っています。それで脅されているのですか？　無理矢理恋人になれと？　俺の秘書になった理由を本当に知らないのですか」

　橙子が目線を逸らす。それから何度か瞬きをして、小さく首を振った。

「知りません。それに脅されているわけでも……借金があるのは、本当ですが……っ、私、いつその話を？　もしかして調べたのですか？」

　少し必死な表情で橙子が再び俺に視線を向けた。軽く首を横に振る。

「いや、……少し前、俺に酔っ払って電話してきたでしょう。あの時に、瀬波社長に一億返さねばならないと」

「そう、でしたか」

　橙子は額を抑える。それからぎゅっと目を閉じた。

「あの噂を知っていたんですね？　私が瀬波社長の愛人だって」

　橙子の声が震えていた。

「……ああ」

「……それで、一億円を用立てるからあなたのものになれと？」

「有体に言えば」

「……！」

　橙子が鍵をぎゅっと握り、首を振る。

「私は、……誰のものにもなりません。私は私ですから」

　そう言い切って軽く眉を上げ、「お金は自分で返します」と不敵に微笑み執務室を出て行った。鍵を返されなかったのは……また抱かれてもいい、ということなのだろうか？




　瀬波孝志と橙子の関係が何なのかは分からないが、その日の午後に参加したとある政治家のパーティーで会った男が何者なのかはすぐに知ることができた。

「ああ、学生時代の友人です」

　さらりと橙子が言ったそばから、その男は「親密な」と言い添えた。

「交際していたんですよ」

　そう言って嫌味なほどに高級だと分かりやすい腕時計を着けた左手で髪をかき上げた。

　橙子はやや不快そうに眉を上げる。けれど、否定の言葉は出なかった。

「へえ」と返した言葉は、果たして平静を装えていただろうか？

　一流ホテルの立食会場、挨拶がある程度落ち着いたところで俺たちに歩み寄ってきたのが橙子の元恋人だという椎崎拓実だった。名刺には最近躍進中のＩＴ系ベンチャー企業の名前、役職はＣＥＯ。なるほど、と目線を上げると明らかな敵意とぶつかって眉を上げる。

「どうも、笹倉副社長のお噂はかねがね。サプライズでの副社長の就任、大変でしたね。いや、昔からあるものを継いでいくのって苦労も多いと思うんですよ。もう出来上がっているものを引き継ぐのって」

　椎崎の口調からは「オレは自分で作ったけどな、このボンボン」と遠回しに言われているのがはっきりと伝わってきた。言われ慣れた言葉は、もはや苦味すら感じない。跡を継げてラッキーだったじゃないか、苦労せず済んで羨ましい。妬みを糊塗して彼らは言う。

　軽く肩をすくめると、俺の横で橙子が思い切り怒った顔をしていた。

「何が言いたいの、椎崎君」

「……あ、いや。違う、橙子を怒らせたいんじゃなかったんだ」

「そう」

「今、付き合ってる人はいるのか」

　俺は橙子を見る。橙子は目を細めて「椎崎君に関係ある？」と冷たく言い放った。

「……あの時はごめん、オレ、橙子に自分がふさわしいと思えなくて」

「何の話？」

　橙子が眉を上げた。しかし聞いてないそぶりで椎崎は続ける。

「今ならオレ、橙子と釣り合う」

　椎崎が堂々と言い放つ。

「オレのところに帰ってきて」

「……無理。そもそもこんなところでする会話じゃなくない？」

　椎崎はハッとして辺りを見回す。

　会話までは聞こえていなかったかもしれないが、明らかに異様な雰囲気に耳目が集まっていた。

「……あ、副社長。代議士の方がいらしてますよ」

　ご挨拶に行きましょう、と促され俺たちは椎崎から離れる。

「大丈夫ですか」

　橙子に聞くと、彼女は「すみません」と項垂れる。

「カッとして。あんな言い方、失礼です」

「いや、……怒ってもらえて嬉しい、と言ったら語弊があるか」

　橙子が顔を上げて首を傾げた。それからゆるゆると首を横に振る。

「違うんです、私……勝手に副社長と自分を重ねてる部分があるんです」

「重ねて？」

　そうです、と答えた彼女からそれ以上言葉はなかったけれど──椎崎には少しだけ同情した。俺もまた、彼女に釣り合うような男になりたいと思っているから。




　しかしながら、結局俺は彼に同情したことを後悔する。

　なぜなら奴は──とんでもないクソ野郎だった。

「……っ、すみません副社長、急にお邪魔して」

「いや」

　答えながら、橙子が自分の家にいる事実に現実味がなくてつい目を瞠る。

「構わない──というより、頼ってもらえて嬉しい。何があった？」

　深夜だった。本当なら橙子を家に引き摺り込みたいところだけれど我慢して家の前まで送って──このためにパーティーでもアルコールは控えて──舌なめずりする本性を押し隠し、紳士的な顔をして彼女がエントランスに入るまでを見送った。

　そのわずか一時間後、橙子は俺にＳＯＳを求めてきたのだった。すぐさまマンションに向かえば、橙子がエントランスの自動ドアから半分転げながら出てきたところだった。

『──ッ、瑛太郎さんっ』

　半泣きの彼女を抱き止める。自動ドアの向こうには、憤怒に顔を赤くした椎崎がいた。

『橙子！　逃げんのか？　この浮気女！　その跡はなんだ!?　オレにもつけさせなかったのに！』

『浮気ってなんの話……っ』

　俺は震えながらも気丈に言い返す彼女を腕の中に閉じ込める。そうしながら気がついた。以前、このマンションのエントランスを覗いていたのは、もしかして椎崎ではなかったか？

　そこまで考えてから否定する。あの男は両耳にピアスをしていた。椎崎の耳にはピアスどころか、ピアスホールすらない。それに、もう少し小柄だったような……。

　椎崎が手を伸ばす。俺はそれを振り払った。

『彼女に触るな』

　橙子を背中に隠し、椎崎を見下ろす。

『それはこっちの台詞だっ！　おい笹倉、橙子を離せ！』

　椎崎が嫌味な時計が光る左腕で俺の胸ぐらを掴む。背後で橙子が悲鳴を上げた──俺は椎崎の手首を掴み、思い切り捻った。椎崎の力が緩む。半身を捩るようにして椎崎を床に押し倒し、胸ぐらを掴み上げた。鼻がつきそうな距離ではっきりと睨みつけると、椎崎は怯みながらも睨み返してきた。

『細かい事情は知らん。だが二度と彼女の前に現れるな』

　低い声でそう告げる。

『知らねえなら口出しすんなよ……！』

『無理だな』

　好きだから。

　こっそりと頭で付け加えながら『警察を』と橙子に告げる。彼女は顔を青くしながらも『えっ、と』と惑う。知り合いを警察に突き出すのは気が進まないようだった。ひとつため息をつき、椎崎の耳元に口を寄せる。

『次に顔を見たら通報する。いいな？』

　椎崎がギリっと奥歯を噛む音がエントランスに響く。椎崎から手を離し、橙子の背を抱き家に連れてきたのだけれど。

「パーティーから帰宅して、ベランダに干していた洗濯物を取り込もうとしたら……横から話しかけられて」

「横？」

「あ、横のベランダ、隣の部屋の」

　普段理路整然と話す彼女の口調が乱れているのは、よほどのことがあったのだろうと黙って続きを促す。

「それが椎崎君で」

　俺は目を瞠る。てっきりマンションに侵入したのかと思っていたが──引っ越ししてきていたのか！

「偶然だね、なんて言われて、……そんなわけないじゃないですか。あの人、それなりの企業の経営責任者なんですよ、あそこ、セキュリティこそしっかりしてますけど、築二十年のワンルームのマンションなんかに住むわけがない」

「つまり、最初から君の居住地を調べて？」

「……多分。急いで部屋に入ったんですけど、インターフォン鳴らされて、ドア叩かれて『あの男はなんだ』って」

　俺はソファで膝を抱える彼女の前にホットミルクを置いた。はちみつを入れて目の前でかき混ぜると、少し驚いたような顔をする。

「あー……母親が、小さい頃よく」

「そうなんですね」

　微かに橙子が笑う。

「うち、普通の家庭じゃなかったから……こういうことしてもらったの、初めてです」

「そうか」

　答えながら彼女がホットミルクに口をつけるのを眺める。ホッとしたように息を吐くのを見て辛くなった。気丈な彼女がこんなふうになるなんて。

「……椎崎くんとは、さっきも言いましたけど大学の頃に半年くらい付き合ってました。でも色々あって向こうが離れていって──なのに、急にあんな……」

　横に座り、背中を撫でる。小首をかしげるようにこちらを見て、彼女は眉を下げて続きを話す。

「──で、うるさいし、一度話そうって玄関に出たんです」

「ドアを叩かれて？」

　やはり話の順がめちゃくちゃになっているのは、ただ思いついた順番に話しているからだろう。いや、それにしたって──

「出るな。先に俺を呼んでくれ」

　知らず、声が低くなる。

「っ、ごめんなさい」

　橙子がシュンと膝を見つめる。

「そもそもなんで私、副社長に頼って──」

「それはいい。別の男を頼られたらムカついて憤死するかも」

「なんでムカつくんですか……」

　橙子が微かに笑って、それからまた口を開く。

「それで、ドアを開けたら部屋に押し込まれそうになって。慌てて抵抗したら、今度は椎崎君の部屋に連れ込まれそうに……すごく怒ってて、怖くて、なんとか振り切って部屋に戻って瑛太郎さんに電話を。しばらくしたら、椎崎君がベランダに」

「来たのか!?」

　橙子が思い出したのか、ぶるりと身体を震わせて頷く。

「鍵は閉めてたんですけど、パニックになって部屋から飛び出したんです。そうしたら追いかけてきて」

　そうか、と返事をしながら彼女の手を握る。とても冷たく震えていて──どうしようもなく怒りが湧く。橙子が警察に頼るのが嫌なのならば、他の手段をいくらでも使おう。

「それで、『その跡はなんだ』って──すごく怒ってて。そこに瑛太郎さんが来て、くれて……」

「『その跡』？」

　言いながら思い出す。そうだ、『オレにもつけさせなかったのに』だったか。

「そうなんです。なんのことだか」

「……それは多分、俺のせいかな」

　そっと彼女のうなじを撫でる。

「ここにあるキスマーク」

「……!?」

　ばっ、と橙子が俺を見上げた。

「きっ、キスマーク……!?　見えるところにっ」

「一応気を使ったんだ。見えるところはここだけ。まさか今日髪をアップにするなんて」

「ぁぁあ」

　うなじを押さえ、橙子が情けない声を出す。うなじまで真っ赤だ。

「ひどい」

「悪かった、虫除けのつもりだったのに」

　これのせいで、余計に椎崎を激昂させたらしい。

　じとりと睨む橙子の手を取り、またうなじに唇を落とす。

「……っ、瑛太郎さん」

　強く吸う。ぴくん、と橙子が肩を揺らした。

「大丈夫だ、守るから──」

　ぎゅっと彼女を抱き締める。クソ野郎が。

　何より腹が立つのは『オレにもつけさせなかったのに』なんてセリフだ。それはつまり、彼女と椎崎がかつてはそんな関係だったということの証左で──。

　クソほど腹が立つのに、確認してしまうのはなぜだろう。

「ひとつ聞いても？」

「なんですか？」

「そいつの前に付き合った男って」

「……いませんよ」

　俺は彼女を抱き締めたまま天を仰ぐ。

　そうか、ならば──橙子の初めての男は椎崎なのか。死ぬほど腹が立った。

「どうして気になるんです？」

「好きな女性のことで、気にならないことがあるとでも」

「……好き？」

　きょとん、と橙子が俺を見上げる。

「好きなんですか？　誰を」

「橙子を」

　ため息をつきながら彼女の後頭部を抱き寄せる。形のいい頭にキスを何度も落として──ふと見ると、橙子の耳が真っ赤だ。そこに噛み付くと、子猫のような甘い声で橙子が鳴いた。

「可愛い」

　耳元で言うと、橙子の耳殻がさらに熱を持つ。顔を覗き込むと、眉を大きく下げ、なぜだかひどく情けない顔をしていた。

「橙子？」

「わ、私は、てっきり、一億やるから愛人になれと言われているのかと」

「……なんでそんな勘違いを？」

「だ、だって」

「ああ」

　俺は頷き、橙子を自分の膝に乗せた。

「瑛太郎さん」

「きちんと好きだと言わなかったせいか？」

　振り向き見上げる彼女に頬擦りをしながら聞くと、ぴくんと橙子が肩を震わせる。

「好き。好きだ。愛してる、恋人になって欲しい」

　ちゅ、とこめかみにキスをする。橙子はぎゅっと目を瞑る。まぶたまでが血を透かし、ほんのりと赤くなっていた。

「……恋人、に」

　橙子が声を震わせながら口を開く。

「恋人に、なりたいです、私も」

　待ち望んだ答えに、はっと息を呑んだ。しかし橙子はゆるゆると首を振る。

「でも、私、ごめんなさい……全部を打ち明ける勇気が出ない」

　はあ、と橙子が目を開く。瞼の下にあった瞳はひどく濡れていた。

「それのせいで、学生時代の椎崎君とも別れたんです。その前にも、そのせいで友達が離れていったりよそよそしくなったり」

　息継ぎをして橙子は続ける。

「……『一億円』はそれに関係するものか？」

「……そう、ですね」

　橙子が膝に視線を落とし、ぽつりと言う。

「自由になるためのお金です」

「誰から？　瀬波社長から？　それなら」

　橙子が困ったように首を振る。

「孝志さんと『切れる』ことはないです。瑛太郎さんが想像してるような関係じゃないですけど」

「……そうか」

　知らず発せられた低い声に、橙子がびくりと肩を震わせ振り向いた。必死な瞳が揺れている。

「私、本当に愛人なんかじゃ──」

「分かってる。いいんだ、言いたくないことは言わなくていい」

　そう答えながら彼女の額にキスを落とすと、僅かに強張っていた身体から力が抜けた。そのまま唇を重ね、そっと彼女の身体に触れる。

「変な噂を真にうけて悪かった。本当に」

「嘘。まだ信じてるでしょう。声が固い」

　悲しげな橙子の声に胸が痛む。ああ、俺は本当に馬鹿だ。

「違う──腹が立っているのは、自分に対して。なんで最初から橙子に聞かなかったんだろうって」

　不思議そうに僅かに首を傾げた。

「好きな女ひとり信じられないでどうするんだって」

　橙子を抱き上げ、ソファに横たえる。

「……本当に、好きになってくれたんですか？　他人の愛人だと思ってて、それでも？」

　橙子のまつ毛が震える。

　その目の際に、朝露のような涙がひとつ。

「──多分、ずっと好きだった。気付かないうちに、そっけない態度をとってしまうくらい」

　ふ、と橙子が吹き出す。

「そんな小学生みたいな」

「仕方ないだろう、こんなに人を好きになったのは初めてなんだ」

　丁寧に唇を重ねる。最初は触れるだけ──柔らかな彼女の唇が誘うように微かに開く。そこに舌を挿し入れると、鼻にかかる小さな甘い声が漏れる。既に硬くなっていた屹立に血が集まり、更に熱をもつ。

　少し薄い橙子の舌を誘い出し絡めて吸うと、橙子が俺のシャツを握る。食べてしまいたいほど可愛い橙子の舌。甘く噛みついてじっくりと堪能している間に、橙子は半分酸欠のようになっていた。ようやく唇を離すと、つう、と唾液の糸が繋がる。

　とろんとした瞳に、過去の男を上書きしている満足感を覚え、そっと頬を撫でた。

　甘える猫のように、橙子が俺の手に擦り寄る。愛おしさで心臓が壊れそうになる。親指の腹で頬を撫でると、幸せそうに彼女は目を細めた。三日月みたいな笑い方。

　好きが溢れて死んでしまう。

「悪い、余裕がない」

　言いながら苦笑する。彼女といて余裕があった瞬間なんかあっただろうか？

　俺の苦笑いに不思議そうにする橙子の服をするすると脱がせる。下着まで──この間とはまた違う、やはりレーシーな赤の下着。

　ふと気がついた。

「趣味じゃない、って言ってたよな。下着」

「あ、はい」

　男の手に脱がされているのが恥ずかしくてたまらないのか、頬を朱色に染めながら橙子は言う。未練がましく太ももを合わせている足から、するりとショーツを引き抜いた。つう、と糸が引いて思わず頬が緩む。

「キスしかしていないのに」

「だ、だって」

　羞恥で耳まで血色良くしながら、一糸まとわず両手で胸を隠し太ももを重ねる。知らないんだろう、そんな格好が余計に劣情を煽るということを。暴きたくなる、全てを。

　自分も服を脱ぎ、乱雑に床に投げ捨てた。早く入りたくてたまらない。温かでキツくて柔らかい彼女のナカで果てたくて仕方ない。

　既にドロドロになっている彼女の入り口に指を這わせる。くちゅ、と淫らな水音がして頬が緩む。

「入り口、欲しがってヒクヒクしてるな」

「ぁ、だって……っ」

　入り口のあたりを指で撫でる。決して入れないようにしながら彼女から溢れた淫液の感触を味わっていると、ゆっくりと彼女の腰が動き始める。あえて指を動かさずにそのままにしていると、くちゅんと音を立てて中指の爪のあたりまでが呑み込まれた。

「ぁっ」

　心底気持ちよさそうな橙子の声に興奮でゾクゾクする。

「橙子？　俺の指でひとりで気持ちよさそうだな」

「あ、違っ、んっ」

　違う、と言った瞬間に肉襞がギュウっと締まる。奥へ奥へと誘う粘膜の動きに任せ、指を進めた。

「ぁあ……っ」

「俺は何もしてないからな？」

「う、そっ」

「本当だ」

　ちゅ、と鼻の頭にキスをする。浅く呼吸をしている橙子の胸部がそれに合わせて上下して、肌がしっとりと汗ばんでいく。

「やだ」

　半泣きになっているくせに、肉襞は蕩けるように熱く、しっかりと指を咥え込んで緩やかな収縮を繰り返していた。小さく笑って、指を軽く折り曲げる。

「ふぁ、っ」

「可愛い声出すんだもんなあ」

　ずるいよなあ、と呟きながらうねる肉襞の、彼女が感じるあたり、ちょうど恥骨の裏側──を押しながら擦る。橙子の足が快楽に負けて跳ねるから、大きく開かせ右足を肩に乗せた。

　指を動かすたびにこちゅこちゅと水音が零れる。

「ん、ふぁ、あっ、あぅっ」

　媚びるような声がたまらなくて、自らの先端からは涎のように先走りが零れた。薬指も挿れこんで刺激を増やす。

「ふ、ぅぁっ、だめっ、来ちゃう、っ、やだっ、ぁ、ほんと、来ちゃうの」

　我儘を言う子供のような目で俺を見上げ、橙子は快楽から逃れようと腰をくねらせる。肩に乗せた太ももを左腕でホールドして橙子のナカを弄り続ける。

「ぅ、ぁっ、ぁあっ、あ……！」

　橙子の背中が反る。肉襞はどろどろと蕩け痙攣しながらぎゅうっと二本の指を締め付けて、温い水を撒き散らす。

　大きく息をしながら橙子が脱力してソファに身体を預けた。肩から足を下ろし、組み敷いてじっと見下ろす。上気した頬が血の色を透かし、瞳を潤ませて俺を見つめている。

　ソファ前のローテーブル、その上に置いていたビジネスバッグを引き寄せる。そこから新品のコンドームの箱を取り出すと、橙子がぴくっと肩を揺らす。

「橙子？」

「え、あ、あの……また三日でコンドームひと箱使い切る、なんて……」

「一日がいい？」

　小さく叫んだ橙子がブンブンと首を振る。

「だ、ダメです、死んじゃう」

　本気で焦っている橙子を見て、俺は胸がかきむしられるような幸福を感じて笑ってしまう。こんなふうに揶揄えるような関係になるだなんて、思ってもいなかった。

「善処する」

　答えながらコンドームを着けて。

「ぜ、善処って」

　困って眉を下げる橙子が可愛くてしかたない。

「……このままだと挿れた瞬間に出てしまうな」

　思わずひとりごちた。こんなに可愛いのに、俺ので感じてる顔なんかされたらそれだけでイきそう。

　俺は橙子をくるりとうつ伏せにして、腰を持ち上げて期待にひくつく入り口に肉張った先端を挿れこむ。それだけしか挿れていないのに、橙子の肉襞が強く締まり吸い付いてくる。

「ふあ……っ、あ……っ」

　橙子の肌が湿る。身体の奥の熱を必死に逃そうとする身体の反応──一気に奥まで貫くと、橙子はあられもない高い声を上げて背中を反らせた。とろとろと粘膜から溢れた淫らな液体が彼女の太ももを伝う。

「ぅ、あっ」

　強く痙攣する肉襞に、びくびくと震える白い背中に、奥まで挿れこんだだけで彼女がイったのだと分かる。

　うねりヒクつく橙子のナカは信じられないほど熱く、キツく、なのに柔らかく俺を包み込む。きゅうきゅう吸い付いて蕩けそうなほど気持ちがいい。何も考えず腰を振ってしまいそうになるのをグッと堪えた。

　なのに。

　橙子が僅かに振り向く。そうして蕩けた瞳で俺に言う──「瑛太郎さんは、気持ちいい……？」

　はっ、と息を呑んだ。

「気持ちいいに決まってるだろ……！」

　橙子の腰を掴み直し、焼き切れた理性に頭の芯が熱くなるのを覚えながら彼女の最奥に打ち付ける。

「ん、んぁっ、ぁうっ、ぅうっ、イくっ、だめっ、激しっ、死んじゃう……っ！」

　橙子の肉襞が激しくうねる。締め付けてくる肉襞を暴くように最奥へ最奥へ何度も自身を打ち付けた。橙子が淫らすぎる甘やかな声で啼き、イくたびにボタボタと液体がソファに零れる。

「ぁ、っ、やだっ、恥ずかし」

　恥じらう橙子が愛おしすぎて、ぎゅっと背後から抱き締めてしまう。そのまま身体を起こし繋がったままソファに座りなおすと、橙子自身の重みで屹立が最奥をぐうっと突き上げる形になった。

「う」

　橙子が顎を上げきゅっとナカを締めつける。

　そのまま子宮の入り口に向かって強く抽送を繰り返す。ぐちゅぐちゅと結合部から淫らな水音が立つ。

「は、ぁぅ、ぅっ」

　ただ啼く橙子の耳殻に噛み付くと、更にきゅぅっとナカが締まる。薄々感じていたけれど、彼女は少し苛められるくらいが気持ちいいのかもしれない。

　ならば遠慮なく、と抽送を荒くする。橙子の喘ぎが、いっそう甘えた声になった。

　ふ、とこっそり笑う。なんて可愛いんだろう？

　彼女のナカは蕩けだしそうなほどに熱い。腰の辺りにじわじわと欲を吐き出したい感覚が上がってきている。

　彼女の下腹部に置いている手のひらがじわりと熱い。ぐっと押してみると、いやいやと橙子が首を横に振る。

「やめっ、瑛太郎さ、うぁ、っ」

　優しく子宮を押しながら腰を動かすと、橙子の肉襞がわななき、声もなく強く俺を締め付けた。そうして完全に脱力してしまう。

「橙子？」

「あっ」

　一度橙子から出て、その唇にキスをしながら甘えるように言ってみる。

「俺もイきたい」

「ん……」

　うっとりとした瞳でそう言われて、もう出てしまいそうになる。クラクラしながら橙子をソファの背にもたれかけさせた。そうして足を大きく開かせ、彼女の身体を押しつぶすように抱き締めながら挿入する。ぐちゅん、とヌルついた淫らすぎる音が響く。

　ぐずぐずに蕩けた肉襞を押し広げながら最後まで挿れ、完璧に脱力している橙子に自らの欲情を押し付ける。腰と腰がぶつかる音、うねる粘膜は温い水をしたたらせ、橙子の可愛い声はもはや小さい悲鳴のようだった。

　唇を重ねる。舌を絡ませお互いの唾液を嚥下する。ごつごつと橙子を突き上げ、彼女の最奥がいっそう強くわなないたとき、薄い皮膜越しに欲を吐き出した。

「く……、っ」

　気持ち良すぎて自身が蕩けてしまったのかと思うほどだった。ぐりぐりと押しつけながら全部吐き出す。

「はあ、っ」

　息を吐く。

　少しだけ身体を離し、橙子を覗き込む。潤んだ瞳の上を長いまつ毛が上下した。愛おしさに突き動かされ、そっと頬にキスをしてから彼女から出て行く。

「ん」

　その瞬間ですら、甘やかな声が零れて──こめかみがずくずくと鼓動する。可愛すぎて頭痛がしてきそう。

　白濁を溜め込んだコンドームを捨て、ソファに戻ると橙子は力を抜いてしどけなく横になっていた。恥ずかしがる余力もないのか、単に眠気に負けたのか。

　側に寄るとぼんやりと瞼を開いた彼女が笑う。目を三日月にして、瞳に俺を映して──「瑛太郎さん」なんて俺を呼ぶから、苦しくなってしまう。愛おしさで窒息しそう。

　無言で橙子を抱き上げる。

　半分眠っている橙子が、甘えて猫のように俺に擦り寄る──あの日のことを思い出した。酔っ払った橙子を迎えに行ったあの日。こんなふうに甘える彼女を前に、理性を総動員して耐えたあの日。

「……俺、よく耐えたな」

　思わず呟くと、橙子が不思議そうに顔を上げて、それから何度か瞬いた。

「っ、あれ、私、寝ぼけて」

　ハッとした橙子が状況を把握した頃には、彼女はベッドに横たえられていた。彼女に俺はのしかかる。

「……や、いやいやいや、無理ですって」

　俺の肩をぐいっと押して、橙子は起き上がった。座って向き合いながら、彼女は言う。

「死んじゃいますって」

　そんな彼女に、微笑みを返しながらその手を取り甲に口づけた。

「この間もきみは何回もそう主張したけれど、ピンピンしてるじゃないか」

「そ、そう言われましてもっ」

　慌てる彼女の甲を舐める。そのまま指をべろりと舐めてから口に含み、甘噛みする。

「ぁ……」

　橙子の頬が赤く染まる。口から指を出して口づけ、水掻きをチロチロと舐めてから手のひらを大きく舌で撫でる。手首の脈のあるあたりまで舐め動かし、ちゅっと強く吸い付いた。その手をそっと握り、俺自身にまで導く。再び硬く熱を持ったそれに、橙子が密やかに喉を動かす。

　自分だって欲情しているくせに。

　物欲しそうな橙子の息遣いに興奮が高まる。とろりと先端から露が零れた。さっき全部出し切ったつもりだったのに、彼女といると底なしに湧いて出てくるようだった。

　橙子に握らせて、その上から自分の手を重ね動かす。

「橙子のせいでこうなっているのに」

「私の、せい？」

　くちゅ、くちゅ、と淫らな音が響く。橙子の手に包まれている──それだけでイきそう。どちらともなく唇を重ねた。離れると、つう、と銀の糸がお互いを繋ぐ。

「そうだろう？　ほら、慰めてくれ」

　ヘッドボードの棚からコンドームを取り出すと、橙子がきゅっと眉を寄せる。一瞬意味が分からなかったけれど、すぐに理解して嬉しくなる。

「違う違う。橙子を連れ込んで抱くつもりで用意したぶんだ、これも」

「……っ！」

　橙子の耳たぶまで朱に染まる。

「ち、違、ヤキモチなんかじゃ」

「嬉しい」

　ちゅ、と鼻の頭にキスを落とす。顔中にキスを降らせてから、屹立にそれを被せた。

「ほら橙子」

　橙子が目を白黒させる。それからおずおずと膝立ちになり、俺の首に腕を回し抱きつきながら、自らの泥濘に屹立をあてがう。

「あのっ、私からするの、初めてだから下手かも」

「……素で煽ってる？」

「違、っ、ぁ、ぁあっ！」

　ぐっと背中を抱き寄せた。一気に最奥まで沈む。襞が熱く絡みついてくる。

　唇にむしゃぶりつきながら腰を撫で、告げる。

「動いて橙子」

「ぁ、あっ、無理ぃ、っ」

　口では否定の言葉を紡ぐのに、それとは裏腹に彼女の腰はグチュグチュと動く。ぎこちなく、淫らに、自らの気持ちいいところに俺を擦り付ける。

「ぅ、あぅ、っ、やだあ……っ」

　先端を最奥でこねくり回すように橙子が腰をくねらせる。俺にしがみつき、快楽を求めナカの粘膜をぬめらせはしたなく喘ぐ。

「あー……」

　思わず低く声を上げた。気持ち良すぎる。セックス自体というより、橙子が俺を求めて自分から腰を振っているという事実が快楽を何倍も気持ちのいいものにしてしまう。

「ぁ、も、イく……っ、んっ……！」

　橙子が高く声を上げ、健気に肉襞で俺を締め付ける。まだ彼女を味わいたくて耐えようとしたのに、俺はあっけなく欲を皮膜に吐き出してしまう。不服そうな俺に、橙子が眉を下げた。

「ごめんなさい、下手だった……」

「馬鹿言え、気持ち良すぎたんだ」

　橙子をベッドに横たえ、コンドームを捨てながら俺は唇を尖らせた。

「ごめんな、もっとイきたかったよな」

　そう言って薄い腹を撫でる。びくんと腰を動かしながら、橙子がゆるゆると首を振る。

「いえ、あの……もう十分で……」

「遠慮は美徳じゃないぞ」

「あのほんと、もう腰とか限界で」

「動かなくていいから」

　へそのあたりにキスを落とす。橙子が諦めたように力を抜いて、俺はほくそ笑んだ。

　味わっても味わっても足りない。

　盛りがついた動物のように、俺は空が白むまで彼女を貪り続けたのだった。







【７】








　目を覚ますと、好きな人の腕の中だった。

　幸せ、と素直にそう思ってしまう。微睡みながら、遮光カーテンの隙間から入ってくる夏の土曜日の朝日を見つめた。

　瑛太郎さんの家は、知っていたけれどまだ新しい高層マンションの最上階だった。育ったロンドンの家は広いけれどすごく古くて、こういうマンションはかえって目新しい。そのあたりは日英の価値観の違いなんだろう。

「橙子」

　瑛太郎さんが目を覚まして、私の髪にキスをした。私はお返しに彼の首元にキスをする。喉仏を舐めると、瑛太郎さんがごくりと唾を飲んだ。……あ、しまった。

「それは誘ってるんだよな？」

「違います目の前にあった、からっ……ぁんっ！」

　くるりとうつ伏せにされて、気がつけば死ぬほどイかされて──。

　次に目を覚ましたとき、私は広いベッドにひとりだった。遮光カーテンの隙間から入る陽射しは、明らかに朝のものではない。

　起き上がり布団を胸まで上げ、キョロキョロと辺りを見回す。

　がちゃり、とドアを開けて入ってきたのは、当然だけれど瑛太郎さんだった。

「起きたか」

「お、おはようございます……」

　おはようの時間は過ぎているだろうな、と思いつつ挨拶すると、瑛太郎さんは私の髪をさらりと耳にかけてから穏やかに笑う。

「よく寝ていたな」

「は、はい…‥何時ですか、今」

「昼前だ」

「え、すみません」

　びっくりして目を瞬く。

「寝過ぎました」

「いや……俺もさっき起きた」

　そう言って彼は私を抱き寄せる。

「きみを抱き締めてると、よく眠れるんだ」

「……そうなんですか？」

　瑛太郎さんが普段あまり眠っていなさそうだなというのには気がついていた。彼は私の耳殻にキスをしながら言う。

「だから、できれば毎日抱き締めて眠りたい──というのもあるし、椎崎のことも心配だ。そこで提案なんだがここで一緒に暮らさないか？」

「え」

　驚く私の顔を、彼は覗き込む。

「お願いだ」

　答えあぐねている私に、瑛太郎さんは眉を下げて続ける。

「まあ考えてくれ。できればイエスと答えが欲しいけれど……とりあえず朝飯を食おうか」

　そう言って私は彼のＴシャツを着させられ、昨日乱れたソファまで連れてこられる。私が汚したはずの革張りのソファはすっかり綺麗になっていて、ちょっとどころかかなり恥ずかしい。

「橙子？」

「っ、あ、いえっ」

　お礼を言うのも羞恥が過ぎて、私はモゴモゴと俯いた。その視線の先、ローテーブルには美味しそうなお粥。日本のお粥ではなく、多分台湾のものだ。エビやお麩が入っていて、とても美味しそう。その横には黄色やベージュのお団子と豆腐のようなもの──多分豆花──もあった。

「近所に台湾料理のカフェがあって。女性が好きそうかなとテイクアウトしてきたんだけれど」

　どうだろう？　と言う瑛太郎さんに私はありがたく両手を合わせ「いただきます！」と笑ってみせた。

「お腹ぺこぺこだったので嬉しいです」

「またぺこぺこにさせたいのだけれど」

「……」

　ずくん、とお腹の奥が疼く。ああ、どうしてこう、彼といると私は淫らになってしまうのだろう。というか瑛太郎さん、元気すぎる……。

「満更でもない顔をしているな」

「してませんっ」

　唇を尖らせつつ、お粥を口に運ぶ。ちょうどいい塩加減についつい食が進んでいると、横で同じメニューを食べていた瑛太郎さんが少し低い声で口を開いた。

「あの男は」

「……椎崎くんですか？」

　そうだ、と瑛太郎さんが頷く。

「なにか、予兆みたいなのはなかったのか？　付き纏われているかも、のような」

　真剣な表情に、心配されているのだとわかる。申し訳なく思いつつ視線をうろつかせて……そうしてようやく思い至った。

「あ」

「心当たりが？」

「はい、あのう……非通知の無言電話が」

「無言電話？」

「あとゴミ捨て場荒らされて……郵便ポスト壊され」

「なんで早く言わない!?」

　がっと肩を掴まれた。ぎゅっと寄った眉に、胸が痛む。

「ご、ごめんなさい。私だけを狙っているように思えなくて、マンション自体への悪戯かもって」

「橙子だけじゃない……か。無言電話はどんな？」

「ああ、えっと」

　私は無言電話について説明する。瑛太郎さんに送ってもらった日、エレベーターに乗った途端にかかってきた非通知。

「……降りたら切れたんだな？」

「はい」

「それから郵便受けだけれど、壊されていたのは全員同じ階の住人のものじゃなかったか？」

「……あ、そういえば」

「おそらく」

　瑛太郎さんが私の頭を撫でながら言う。

「あの日、エントランスから中を覗いていたのは椎崎だったんだろう。橙子がエレベーターに入って降りるまで電話をすることで、橙子が何階に住んでいるか確かめたんだ」

　私は目を瞬く──。

「え？」

「外側からだと、エレベーター自体への乗り降りは確認できても、階数表示があるモニターまでは角度的に見えない。あのマンションは六階建てだから、乗っている秒数である程度の予測はできるはずだ」

「あっ、それで同じ階のポストだけ？」

　そうして私の部屋を特定した。その時に隣部屋が空いていることを知ったのかもしれない。

「本当に警察へは行かない気か？」

「……どうなんでしょう」

　ちょっと混乱しつつ答える。推測はできていても、証拠はなにもないのだ。でも椎崎くんがベランダに現れた時は本当に怖かった。

　あの血走った目は、思い出すだけで背中がぞくっとする。殺されると本気で思った。瑛太郎さんが来なかったら、どうなっていたことか！

「逮捕して欲しいとかより、二度と顔を見たくないという気持ちのほうが正確かもしれないです……」

「分かった、絶対にそうさせる。椎崎の連絡先は分かるか？」

「もう消してて……あ、ちょっと待ってください」

　私は鞄から名刺入れを取り出した。昨日のパーティーで、椎崎くんから受け取っていた名刺だ。

「これ」

　ん、と瑛太郎さんは頷いて電話番号を彼のスマホにタップする。スピーカーにして何度目かのコール音のあと、「はい」と電話に出たのは女性だった。秘書さんかな、と首を傾げた矢先、相手の人は少し早口に言う。

『すみません、こちらの電話のお知り合いの方ですか』

「……そうですが」

　瑛太郎さんが慎重に答える。

『わたくし、救急医療センターの看護師です。こちらの持ち主の方、昨晩救急搬送されて──』

　私と瑛太郎さんは顔を見合わせた。

　……救急搬送？




　私たちが病院に着いたとき、椎崎くんはなんとか意識を取り戻していたらしかった。会社経由で椎崎くんのご家族に連絡を取ってもらい──現れた「椎崎くんの妹」に目を丸くする。

「田上さん……!?」

「……連絡、どうもありがとうございます」

　さすがに嫌味を言ったりする余力はないらしく、顔色を悪くしたまま病室に飛び込んでいく。

　私と瑛太郎さんは病院の喫茶室で向かい合い、軽い混乱を共有していた。

「……驚いていなかったな」

「え？」

　運ばれてきたアイスコーヒーに口をつける気になれずただ見下ろす私に、瑛太郎さんは言う。

「田上さんだ。俺たちを見ても表情が変わらなかっただろ？　つまり彼女はきみが椎崎とかつて交際相手だったことくらいは把握していたはずだ」

「……あ」

　頷きつつ、コーヒーのグラスの水滴を見つめる。窓から入ってくる夏の昼の日差しがグラスを透かし氷を煌めかせる。

「……余計に混乱してます」

「まあ、本人に聞くのがいちばん早そうだ」

　瑛太郎さんが眉を上げ私の背後に視線を向けた。田上さんがぺこりと頭を下げたところだった。

　彼女はやや顔色を悪くしつつも、私たちの向かいに座り「命に別状はないそうです」と小さく言った。

「……、良かった」

　なんとかそう言葉を捻り出すと、田上さんは項を垂れる。

「どこから話せばいいのか……兄は……昨日、自宅マンション近くをうろついていたそうです。その、月岡さんを探して」

「……」

　私はぎゅっと膝の上で手を握り締めた。その手に瑛太郎さんの大きな手のひらが重なる。

「その時に、背後から誰かに殴られて……警察の方によると、金属製のバットだとか、そういうものじゃないかって」

「強盗に遭ったということでしょうか」

「わかりません……スマホは持っていたのですが、財布を持って出ていなかったみたいなので。時計とかも盗られてないそうです……ただ、それで身元がなかなか」

「……なるほど」

　瑛太郎さんはそう言ってじっと田上さんを見つめる。居心地悪そうに田上さんは目を瞬き、それから小さく口を開いた。

「あたしは、両親の離婚で兄とは別の場所で育ちました。だから苗字が違うんです。月岡さんが学生の時、兄と付き合っていたのを知っていて……写真いつも見せてきて、いつも惚気られて。別れた理由までは教えてくれなかったけど、傷つけてしまったってずっと後悔してました」

　田上さんは目線をテーブルに落としたまま続ける。

「それでも、一度は別の恋人ができたんです。けど、その人とも変な別れ方したみたいで……それから、瀬波孝志よりすごい男にならないといけないって、やっぱりオレには橙子だけだって。ほとんど、病的に。それで作ったゲームアプリの会社があそこまで大きくなったんですから、ある意味月岡さんには感謝しないといけないです」

　私は何も言えずにコーヒーをストローで吸い上げる。シロップもミルクも入っていないからとても苦い。

「だから、あたし……月岡さんが瀬波社長の愛人だって噂を聞いたとき、てっきりお金に釣られて兄を捨てて瀬波社長と付き合うようになったんだと……」

「そうだったの」

　私はそっと息を吐き出した。あの豹変した態度にはそんな理由があったなんて。

「一緒に仕事をするどころか、顔も見たくなくて退職して……兄に言ったら怒られました。瀬波社長とはどんな関係かも……その、本当にごめんなさい。嫌がらせまでしてしまいました」

「い、いえ」

　ぎくりとしながら首を横に振る。瑛太郎さんがほんの少しだけ深く息を吐き出した。気にしない、とは言ってくれているけれど、私と孝志さんがどんな関係か、やっぱり気になっているんだろう。

（……大丈夫、だよね？）

　私はそっと息を吐き出す。大丈夫、私が誰の娘であろうと、瑛太郎さんは態度を変えたりしない。

　そう思って彼を見上げたその瞬間──声がかかる。

「言えよ橙子、お前と瀬波孝志との関係」

　ばっと声の方に顔を向けると、頭どころか、固定のためか顎まで包帯を巻いた入院着姿の椎崎くんの姿だった。左頭部にガーゼがあるのが包帯の盛り上がりでわかる。よほど強く殴られたのだろう、とゾッとした。

「っ、お兄ちゃん!?　何してるのっ」

　ガタンと椅子を鳴らし、田上さんが立ち上がる。

「腕から血が出てるじゃないっ。まさか、点滴を無理矢理抜いたの!?　まだ安静にしていないと……っ」

　心配からか声を荒げる田上さんを無視して椎崎くんは笑う。

「そいつにまだ言ってないんだろ？　言えよ橙子、きっと大事にしてもらえる。死ぬまで」

「や、めて」

　声が細くなる。

　そう、大事にしてもらえる。だって私は瑛太郎さんの会社の、最重要取引先の社長令嬢なのだから。

「お前が誰かを知ってて、それでもお前自身を愛することができるのなんてオレくらいだ。なあ橙子、オレを選べ」

　幸せになろう、と言う椎崎くんの言葉に耳を塞ぐ。そんな私を、ぐっと瑛太郎さんが引き寄せた。そうして言う。

「黙れ。橙子が何者であろうと関係ない。俺は橙子を愛してる」

　瑛太郎さんの言葉に、椎崎くんが声を荒げた。

「っ、あははは！　なら教えてやるよ、本当に態度を変えないでいられるか？　橙子はな──」

「椎崎さん！　何をしているのですか！」

　カフェに飛び込んできたのは、数人の看護師さんたちだった。椎崎くんは面倒臭そうに彼女たちを睥睨する。

「ちょっと待ってくださいよ。今、世間知らずのお坊ちゃんに自分の恋人が何者なのかを教示してやるところなんです」

「絶対安静なんですよ椎崎さん！　ほら座って」

　車椅子を示された椎崎くんは「くっ」と肩を揺らす。

「まあいいか、そのうちバレるんだから」

　笑う彼に、瑛太郎さんが言う。

「……なんでもいいが、もう橙子につきまとうのはやめろ」

「つきまとう？　そんなストーカーみたいなことはしてない」

「ゴミや郵便を漁り、挙句の果てに隣に越してきただろう……！」

　ぐっ、と瑛太郎さんの手に力が入る。椎崎くんは──ぽかん、としていた。

「ゴミだとか郵便だとか、なんの話だ？　オレは探偵を雇って橙子のマンションを突き止めたんだ。そんな下品な真似はしていない」

　驚いて顔を上げた先で、瑛太郎さんが深く眉を寄せる。椎崎くんが車椅子で押されていくのを見つめながら、私はきゅっと唇を噛んだ。

　なら誰が──マンションのゴミを漁り、無言電話をかけ、郵便受けを壊したの？




「……やっぱりただのイタズラなんでしょうか？　それとも探偵がゴミや郵便を？」

「正直、その線は薄いと思う」

　瑛太郎さんははっきりと答えた。

　病院からの帰り道、彼の車の中で私はシートにもたれかかり、流れ行く景色を見つめながら答えた。

「どうしてです？」

「探偵ならもっとうまくやる。ゴミなんか散らかさないだろうし──何より、椎崎のケガだ。ただ強盗の線も薄いだろう。強盗なら時計くらい持っていくだろう」

「あ」

　私は目を瞬く。椎崎くんの腕時計は、ひとめでそれとわかるほどの高級品。

「たしかに……」

「なら答えはひとつ。椎崎を狙ったものだ」

「でもなんで椎崎くんが」

　ここからは勘なのだけれど、と瑛太郎さんは言い置いてから続ける。

「全部の事件の中心に、橙子がいる気がする」

「わ、私ですか」

　思わず肩をすくめた。

「何か心当たりは」

「全くないです」

　頭を抱えたくなる。私のせいで椎崎くんが殴られた？　どうして──。

「混乱させたな。すまない。忘れてくれ」

　瑛太郎さんはまっすぐ前を向いて運転をしながら声を少し柔らかくする。

「どちらにせよ、絶対に守るから──」

　胸が詰まる。

　私は胸元を握ったまま、曖昧に頷いた。

　自分の身元すらはっきりと明かせてもいない私に、瑛太郎さんは信じられないほど優しい。

（……っ、やっぱりちゃんと言おう！）

　私は心に決める。

　もちろん椎崎くんが言った言葉は気にかかる。でも、そんなの関係ないって瑛太郎さんは言ってくれるに違いない。

「あの」

「着いたぞ」

　ぱっと顔を上げると、ちょうど私のマンションの前だった。荷物をまとめて、瑛太郎さんの家にしばらく厄介になることになっているのだ。

「あ、ありがとうございます」

　パーキングスペースに車を停め、瑛太郎さんは当然のように助手席のドアを開けてくれる。

「す、すみません」

　決してドアを開けてもらうのを待っていたわけではなく、単に瑛太郎さんの動きが俊敏というか、それだけなのだけれど……！

　ん、と瑛太郎さんは頷いて私の手を取る。

　そうしてエントランスを抜けエレベーターに乗り、降りた先で私は固まった。

　部屋の前に誰かいる。

　瑛太郎さんが私を背中に庇う。

　部屋の前にいた誰かが顔を上げて──私は目を瞬いた。

「孝志さん？」

「……橙子」

　私は驚いて肩をすくめた。孝志さんの表情は、明らかに怒りに染まっていた。瑛太郎さんが背筋を伸ばす。

「瀬波社長。俺の恋人の部屋になんのご用ですか」

　その声の低さと硬さに、びくっと瑛太郎さんを見上げる。彼のシャツの裾を思わず握った。

「あ、あの、瑛太郎さん」

「まさか、最近橙子につきまとっていたのは」

　瑛太郎さんの言葉に、孝志さんがいぶかしげな表情を受かべる。

「つきまとい？　なんの話だ」

　どうしよう！　絶対に話がずれてる！

　……って、私が孝志さんは実の父親なんだって言っていなかったせいなのだけれど！

「それより笹倉くん。まさか秘書に手を出すような男だとは」

「未婚の男女です。なんら問題ないでしょう」

　瑛太郎さんと孝志さんが睨み合っている。私は慌ててふたりの間に割り込んだ。

「ちょ、ちょっと待ってください、全部私が悪いんですが」

「橙子、危ない。もし瀬波社長が犯人だったら──」

「犯人だとかなんだとか、さっきから何を言っているんだ？　橙子、こっちに来なさい。話がある」

　ぐっと瑛太郎さんが私の手をひき、彼の腕の中に閉じ込める。

「誰が渡すか。カネで女性を脅す卑劣な男に」

「ちが、瑛太郎さん」

「卑劣？　それを言うならそっちだろう！　オレの娘をあっという間に手篭めにしておいて！　言っておくがお前は橙子のタイプなんかじゃ全然ないんだからな！」

　孝志さんの言葉は、なんだか子供じみていた。タイプじゃないんだからな！　って何……

　瑛太郎さんがぽかん、としている。

「……娘？」

　目があった。私はゆるゆるとうなずく。

「実父……」

　孝志さんを指差して言うと、瑛太郎さんが思い切り眉を寄せた。それからぎゅうっと私を抱き締めてしまう。

「え、瑛太郎さん。ごめんなさい。色々あって言えなくて」

「……いや、冷静になったら納得というか……そういうことか……」

　全然冷静じゃない声で瑛太郎さんは言って、「あー」と顔を私の首筋に埋める。

「瑛太郎さん？」

「悪い、恥ずかしくて顔があげられない」

「恥ずかしい？」

「……だって俺、お義父さん相手にずっとヤキモチを」

「ちょっと待て何がなんだか分からんが、勝手に義父呼ばわりするんじゃない！」

　ぷんすかしている孝志さんと、やたら恥ずかしがってぎゅうぎゅう私を抱き締める瑛太郎さん。それから『お義父さん』発言に頬が熱い私。

「あ、あのっ、『お義父さん』って」

「……まだこんな関係になって間もないけれど、できるだけ早くプロポーズしたいと思っていて」

　そっと瑛太郎さんが身体を離す。そして両手を強く握った。

「正式なプロポーズは後日、必ずするから──今は俺の気持ちだけ知っていて」

　私は思い切り眉を下げた。

「いいんですか、瑛太郎さん。私、あの人の娘なんです。結婚生活、キツくないですか？」

「なぜ？」

「だって最重要取引先の社長の娘なんです。妻のご機嫌取りをし続ける生活なんて、きっと苦しいです」

　瑛太郎さんは目を瞬いたあと、大きく笑った。破顔一笑、って感じで。

「いや、どうせ機嫌取るんだから一緒だ。好きな女には笑ってて欲しいだろ？」

　当たり前のように言う瑛太郎さんに、思わず吹き出す。ついでにぽろっと涙が溢れた。

「ごめんなさい、難しく考えすぎてたのかも」

「橙子は少し周りの人に気を使いすぎるよな」

　そう言って彼は手に少し力をこめる。

「瀬波社長が父親だ、と言わなかったのは周囲に気を使われたくなかったからだろう？　俺に言えなかったのも、俺が気を使わないように──もっと自分を優先していいと思う」

「……っ、それは瑛太郎さんも」

　私は顔を上げた。

「本当に副社長なんかになって良かったんですか？　他にもっとやりたいことが──」

「ストップ」

　孝志さんが私たちの間に割り込む。ちょっと真剣な顔をしていた。

「聞いていた話と違う。……ちょっと詳しく事情を聞かせてくれないか」

　聞いていた話？

　首を傾げつつ、とりあえず私の部屋に入る。瑛太郎さんの家と違って、私ひとりのお給料でも暮らせるこの部屋はベッドとローテーブルだけでいっぱいになってしまうくらいのワンルーム。そこに大人三人も入ると、なかなか暑苦しかった。

　とりあえずクーラーを付けてからお茶でも、と冷蔵庫からアイスティーを取り出す。振り向くと、妙に緊張した面持ちで瑛太郎さんが孝志さんと向き合っていた。

「あの、お茶です」

　ローテーブルにグラスを三つ置いた。孝志さんはごくごくとそれを飲み干して、空のグラスをどん！　とテーブルに置き、瑛太郎さんに言う。

「説明しろ」

「そ、その前に」

　私はずいっと間に入った。

「私がなんで瑛太……笹倉副社長の秘書になったのか、理由を聞いてもいい？」

　む、と孝志さんは唇を引き結んでから話し出す。

「最初、恭子が橙子に見合いさせようとしていたのが笹倉くん、君なんだ」

　私は瑛太郎さんに恭子さんが母親で、ランジェリーブランドの経営者で、ということを話す。すると彼は目を瞬いた。

「ああ、ニューヨークで証券会社にいたころ、月岡社長とは何度か話をさせていただいたことが……まさか橙子のお母様だったとは」

　似てないな、と言う瑛太郎さんに苦笑を返す。恭子さんは派手目の美人だし年齢もかなり若く見えるから、一緒にいて親子どころか姉妹に見られたことすらない。

「やたらと君のことが気に入っていてな」

「まさか、孝志さんがちょっと瑛太郎さんに当たりキツイの、半分ヤキモチだったの？　……でもそれが秘書とどう繋がって」

「だからさ、聞いたことがあっただろ？　結婚するなら、仕事一筋の無愛想な男は嫌かって」

「あったけど……」

「一年間秘書として苦楽を共にして、それでも好きにならなかったと証明すれば、さすがの恭子も諦めるだろうと」

　なのに、とちらりと瑛太郎さんを睨め付ける。

「なのに──橙子が遊ばれていると、そういう話を耳にして」

「それでさっきの剣幕？」

　呆れる私をよそに、瑛太郎さんが正座で姿勢を正す。

「お義父さん、俺は橙子さんをそんなふうには──」

「分かってるよ、あんな熱々のプロポーズまで見せつけておいて」

　気に入らないという表情で、けれどさっきよりいく分柔らかい声で孝志さんは言う。

「えっと、つまり……秘書にさせたのは、私のため？」

　恭子さんの会社を継ぎたくない私のため──。

「しかしな、笹倉くんも忙しそうだからなあ。恭子の跡を継げないとなると、もしかしたら別に見合い相手を見つけているかも」

「ええっ。恭子さん、ほんっと諦め悪い……」

「そうじゃなきゃなあ、ひとりであそこまで会社でかくできないよなあ」

　文句を言っているようで、孝志さんの頬が緩んでいる。だって女王様みたいに唯我独尊な恭子さんにベタ惚れなんだもん。

「まあ、だから」

　ごほん、と咳払いして孝志さんは続けた。

「その、なんだ。言いたくないが、結婚するなら早い方がいい。恭子が新しい見合い相手を連れてくるかも。それも橙子の理想にぴったりな」

　瑛太郎さんが真剣に頷いてる。

「プライベートでの恭子は超変人だからな、挨拶に行くなら気をつけろ」

「肝に銘じます」

　ふたりの会話のあまりの展開の速さに目を白黒させた。させて……ふと気がつき、口を開く。

「あの、孝志さん？　私が瑛太郎さんに遊ばれてるって連絡してきたのって……」

「ああ、お前の大学の時の後輩だよ。確か赤倉くんか？　赤倉悠里」

「悠里が？」

　目を瞬く──なんで悠里が、私と瑛太郎さんの関係を知っているの？

　……ううん、なんでそもそも私が孝志さんの娘だって知ってるの？

　悠里は何も知らないはず……なのに。

　と、その時インターフォンが鳴る。

「あれ、お客さん……？」

　瑛太郎さんと立ち上がり、受信機を覗き込む。映っていたのは、件の悠里だった。にっこりと微笑んでいる悠里を見て、瑛太郎さんが軽く眉を寄せた。

「この男……」

「知ってるんですか？」

「いや」

　じっ、と考え込む瑛太郎さんの横で私は「悠里？」と通話ボタンを押し話しかけた。

「どうしたの？」

『近くまで来たので』

　不思議に思いながら玄関に向かおうとする私の腕を、瑛太郎さんが掴む。

「俺が出る」

　そう言って長い足でさっさと廊下を抜け、玄関のドアに手をかけ──足で一気に押し開いた。ごぃん、と金属音を立ててドアが悠里に当たる。

「ちょ、瑛太郎さ……っ!?」

　叫んでから絶句した。金属音──人間に当たってそんな音がするわけがないのだ。ドアは悠里の持っていた金属バットとぶつかって音を反響させていた。

「え、悠里……？」

「橙子さん」

　にこっ、と悠里は微笑む。綺麗なピアスがきらと光った。

「なんか聞いてたら、変な話になってきていたから」

「聞いてたら？」

　一体、どこから？

　私は心臓が変な脈を刻むのを覚えながら、瑛太郎さんの肩越しに悠里を見つめる。

「だって橙子さん、副社長ムカつくって言ってたのに。だから僕、油断したな」

　男性にしては少し長い髪をかき上げ、悠里は続ける。

「あなたに近づく男は全員許せない」

「悠里、何を言って」

「気がついてなかったんですか。学生時代、拓実先輩から僕が相談を受けていたんです」

　うっすらと悠里は笑った。

「橙子さんの実家のこと持ち出して、別れるように誘導したの、僕なんです。別の女を紹介したのも」

「……！」

「別れたんでいっかなと思ってたのに、また近づいて。だから」

「それで殴ったのか」

　瑛太郎さんの声に、悠里が眉を上げた。

「いやだってストーカーじゃないですか、普通に。めっちゃ怖いなって。わざわざ隣の部屋に引っ越してきたんですよ」

「自分の行動はどうなんだ？　ゴミを漁ったのもきみなんだろう？　それから」

　少し言いにくそうにしてから、瑛太郎さんは続けた。

「……部屋に盗聴器をしかけてるな？」

「だって橙子さん、全然自分のこと話してくれないから」

　肩をすくめ、悠里は続ける。

「自分で調べるしかないじゃないですか」

「なん、でそんなこと」

　私の言葉に、悠里はなんの衒いもなく答えを返す。

「橙子さんのことならなんでも知りたいし。ロンドンで橙子さんが何してたかも、ほとんど把握してるんですよ？　僕」

　悠里が言っている意味が理解できず、ただ呆然とする私に彼は言う。

「僕に依存して欲しかった」

「依存？」

　悠里は頷く。

「いつでも愚痴聞いて、そばにいて……ゆっくり堕として依存させたかった。もう少しだったのに……笹倉に持って行かれたのは想定外だったから作戦変更したんです。笹倉と橙子さんのお父さんが対立して失恋して、そこに一気につけ込む予定だったのに、結婚とか言い出しちゃってるし」

　悠里が面倒臭そうにバットを持ち上げ、揺らす。

「なんかもう面倒くさくなってきたから、一回壊しちゃおうって」

「そ、んな」

「あはは、だから」

　悠里の言葉がどう続いたのか、私には聞き取れなかった。その瞬間には、瑛太郎さんが思い切り悠里の顔面を殴りつけていたから──。

「え」

　悠里の、少し間抜けな声と一緒に彼は廊下に叩きつけられる。悠里の手から溢れた金属バットがなんだか情けない音を立てて廊下に落ちた。反射的にそれを蹴り、廊下の反対側に転がす。

「ひどい自己顕示欲と承認欲求だな」

　倒れた悠里の腕を締め上げながら瑛太郎さんが言う。

「ベラベラベラベラ喋ってそんなモノ満たす前にさっさと殴っておけよ」

　地を這う声で彼は言う。

「なんやかんや理由つけていたけど結局、橙子に告白できなくてストーカーになっただけだろ」

　瑛太郎さんは、うつ伏せになった悠里の身体に膝で乗り上げるように押さえつける。

「みっともなく愛を乞えよ。肥大化した自己愛でそれすらできないか？　断られるとプライドが傷つくから何もできなかったんだろ。挙句の果てにストーキングか、クソみたいな人生だな」

「ぐうっ」

　腕を捻られた悠里が、うめきながら瑛太郎さんを睨みつけた。瑛太郎さんは半目で悠里を見下ろしたあと、私に向かって端的に言う。

「橙子、警察」

「あ、は、はいっ」

　長年の友人にストーキングされていたらしいという嵐のような展開に、さすがに呆然としてしまっていた私がようやく返事をしたとき、背後から孝志さんが少しのんびりした声で言う。

「もう呼んでる」

「……お義父さん、手伝ってください」

「いやひとりでも大丈夫そうだし」

　飄々と答えて、孝志さんは私を見る。

「まあまあな男捕まえたじゃないか、橙子。理想とは違うみたいだけど」

　私は孝志さんを見上げながら肩をすくめ、まだちょっと震える声で、でもはっきりと確信しながら答える。

「分かったことがあるの」

「なんだ？」

「理想なんてクソ喰らえってこと」

　孝志さんはきょとん、とした後大きく笑う。

　遠くにパトカーのサイレンが聞こえていた。







【エピローグ】








　ロンドンの中心部にある老舗ホテル、そのカフェで恭子さんが不満そうに何度も足を組み替えた。そんな彼女と白いテーブルクロス越しに向き合うのは、私と瑛太郎さん。

　秋薔薇の生垣が、格子状の窓ガラス越しに見える。暮れなずむ、ショッキングピンクの秋薔薇──。

　それをちらりと見た恭子さんがようやく口を開いた。

「どーうやっても、あたしの会社は継がないのね橙子」

「恭子さん、何回も言っているけれど、私は経営に向かない。サポートする側のほうが性に合ってるの」

「逃げるの、橙子」

　挑戦的なその言葉に、私はすっと背筋を伸ばした。瑛太郎さんがぎゅっと手を握ってくれる。その温かさに後押しされるように、私は恭子さんに向かって口を開いた。

「逃げたわけじゃない。見つけたの」

「見つけたあ？」

「そう。私らしく生きられる場所」

　恭子さんは片眉を上げる。それから大きく息を吐いて、ぶらぶらと手を振った。

「笹倉くんが跡継いでくれてもいいんだけど？」

「申し訳ありません、今の事業で手一杯でして。それに」

　一拍置いてから、瑛太郎さんは続けた。

「俺より、もっと会社のことを愛してくれる人に任せた方が──幸せなんじゃないでしょうか」

「幸せ？」

　はい、と瑛太郎さんが頷く。

「誰が」

「皆が。従業員も、消費者も」

「ふうん」

　恭子さんはティーカップを優雅に傾けた。

「そういうものかしら」

「はい──俺は、いきなり会社を継ぐことになって、正直いっぱいいっぱいで、自分にダメ出しし続けてきました」

　私は目を瞬いて、瑛太郎さんを見上げた。彼は私を見て少し唇を綻ばせ、手を繋ぎ直す。

「でも、橙子さんに出会って、彼女にふさわしい男になりたいと願って──ダメ出しはやめました。結局そんなのは、自分しか見えてないからだと気がついたから。歪んだ自己愛に押し潰されていただけだったんです」

　恭子さんは黙って瑛太郎さんの言葉を聞いている。

「だからまず、きちんと向き合ってみることにしたんです。まっすぐに」

「仕事に？」

　瑛太郎さんは首を捻る。

「仕事を含めて、自分を」

「ふうん。何か変わった？」

「どうでしょうね」

　瑛太郎さんは苦笑する。

「ただ割と、幸せです」




　その言葉がよかったのかなんなのか、恭子さんはあっさりと「式には呼んでね」と言って去っていってしまった。相変わらず多忙らしい。

　私たちはホテルの最上階、アンティークの家具がふんだんに使われたエグゼクティブルームにいた。婚前旅行だしと、泊まってみたかった部屋をリクエストしたのだ。

「わ、可愛い……！」

　喜んでいる私を横に、瑛太郎さんはぽすんとベッドに沈み込んでしまった。

「どうしたんですか？」

「いや、疲れがどっときて」

　瑛太郎さんは苦笑する。

「反対されたらどうしようと」

「反対されても瑛太郎さんから離れませんよ？」

「……『新しい見合い相手』でも連れてこられたらどうしようかと。橙子の理想にぴったりな」

　私は眉を下げて笑う。いつのまにか孝志さんから私の理想──穏やかで優しい、余裕のあるオトナな人──を聞いたらしい瑛太郎さんは少し拗ねたように言う。

「瑛太郎さんは理想を超えてるから大丈夫です。あと、ちゃんと優しいですし」

「どうかな」

「本当ですって」

　ベッドに座り、寝転ぶ瑛太郎さんの顔を覗き込む。ふっと彼が笑って、私の後頭部を引き寄せた。重なる唇に、ほんのり心が温かくなる。

「きみが笑うと幸せな気分になる」

　瑛太郎さんがお互いの鼻の高さの距離でそう言って私の頬を緩く撫でた。

「割と？」

「いや、けっこう、かなり」

　くすくすと笑い合いながら、お互いに触れ合うだけのキスを繰り返す。何度目かの唇へのキスのあと、くるりと身体を反転させられた。

「ん……」

　今までとは違う、深くて甘いキス。

　唇の隙間を割り、ぬるりと入ってきた舌がゆっくりと口内を犯していく。歯茎を舐められる愉悦──舌が絡み、頬の粘膜を撫でられる。

　唇を甘噛みして彼が離れていく──名残惜しくて見上げると、瑛太郎さんが微かに笑った。

「そんな物欲しそうな顔をして」

「……して、ます？」

「してる。男の欲情を誘う顔」

　頬を撫で、瑛太郎さんが掠れた声でそう告げる。どんな顔をしているのか分からないけれど、瑛太郎さんが私を求めてくれるのならばどんな顔をしていたって構わない。

　瑛太郎さんは起き上がり、腕時計を外しベッド脇のチェストに置いた。それからやや乱暴にネクタイを外す。

　シャツを脱いで乱雑にベッド下に落として、私のワンピースも下着も手荒に脱がせて──ぎらぎらした雄の顔をした彼は、私が勝手に理想としてた「穏やかな男性」ではないと思う。それでも心が、細胞ひとつひとつが、子宮が疼いて彼を渇望する。

　理想なんて超えて、そんなものぶち壊して、ただ彼だけが欲しい。瑛太郎さんだけが。

「好き」

　ぽろっと溢れた言葉に、瑛太郎さんが目を見開く。私は首を傾げた。

「瑛太郎さん……？　どうしたの」

「きみな」

　ちょっと泣きそうな顔で彼は言う。

「気がついてないのか？」

「だから何がです」

「『好き』って言ったの、今が初めてなんだぞ」

「……え」

　今度は私が目を見開く番だった。

　こんなに好きなのに、愛してるのに、プロポーズまで受けたのに、私……え？

「嘘」

「本当だ。本当に──……」

　瑛太郎さんが私をぎゅうっと抱き締める。そのまま首筋に噛み付いたり、そこを優しく舐めたり、かと思えばちゅっと強く吸ったり……、しばらく繰り返した後、ばっと顔を上げた。男性らしい眉をきゅっと寄せて「ダメだ」と苦しげに言う。

「せめて余裕のある男になりたかったけれど、どう考えても無理だ。橙子が目の前にいると、そんなもの吹き飛ぶ」

「瑛太郎さ、……きゃっ」

　ぐい、と膝裏を掴まれ大きく広げさせられる。彼の整った顔面が、私の足の間にある──恥ずかしさに思わず息を呑むと、あっという間に付け根に彼の少し分厚い舌が這う。

「う、……っ！」

　私の太ももをがっちりと掴み、ちゅ、くちゅ、とわざとに違いないリップ音を響かせて瑛太郎さんは既に蕩け始めていた入り口をやけに丁寧に舐める。

「ん、んんっ、は、ぁっ」

「柔らかくなってきた」

　嬉しげに彼は言う。喋られると、そのランダムな舌の動きが信じられないほど気持ちがよくて……。

「腰、動いてるな」

「っ、だって、ぇ……っ」

　肉芽が触って欲しくて疼く。ナカの襞が擦って欲しくてうねる。なのに彼は優しく舐めるばかりで、強い刺激を与えてくれない。

「瑛太郎、さんっ……」

「ん？」

　ものすごく優しい声で聞き返された。すごく意地悪なことをしてるのに、そんなところだけ優しくしなくていい……っ。

「お願い、焦らさないで……」

「焦らしてなんかない」

「嘘……っ」

　ムズムズとした切なさを少しでも逃したいのに、ガッチリと太ももを掴まれているせいでただ熱が最奥で高まるのを指を咥えて待つばかり。私は媚びるような息を繰り返しながら、何度も彼の名前を呼ぶ。

「瑛太郎さん、瑛太郎さん……っ」

「……、全く可愛いんだからなあ」

　困ったように瑛太郎さんは言ったあとじゅっ、と強く肉芽を吸った。

「んん……っ！」

　焦らされすぎて熱を持ち疼いていた肉芽に、いきなり強い刺激を与えられた私はほとんど反射的に達してしまう。

「う、ぁ……っ」

「逃げるな」

　強すぎる快楽から逃れよう、と腰をくねらせた私を瑛太郎さんは低い声で嗜める。そうしていっそう強く太ももを掴み、肉芽を口に含む。

「ぁ、あぅ、ぅっ」

　気持ちよさと恥ずかしさに暴れ出したくなる──のに、がっちりと固定されていてできない。ただ生温い彼の口内で、吸われ、突かれ、ねぶられて潰された。

「ぁ、あぅ、あっ、だめ、だ、めぇっ、来ちゃう」

　私はぽろんと涙を零しながら叫ぶ。

「だめ、止めて、イく、イっちゃう」

　甘噛みされた瞬間、腰を電流が走るような感覚にシーツを握り締める。頭がくらくらして何も考えられない。

　……イったのだ、とようやく分かった頃には、瑛太郎さんがスラックスをくつろげ、屹立にコンドームを着けていたのだった。私がじっと瑛太郎さんを見つめると、気がついて笑ってくれる。そうして私の目元をそっと硬い指先で撫でる。

「泣いてる」

　そう言う彼は、とても嬉しそうで。

　やっぱり理想の人とは違うのに、撫でるその指先から伝わる熱が、信じられないほど愛おしい。

「大好き」

　その手に甘えるように小さく呟く。目を閉じると、またじわりと涙が溢れた。

　瞼の上に優しく唇が落ちてくる。その唇の柔らかさとは裏腹に、彼の硬い屹立は最奥までを一気に貫く。

「あ、……！」

　顎が上がる。跳ねる腰をぐいっと引き寄せられ、ゴツゴツといちばん奥まで貪られた。強く強く、抱き締められる。

　彼が動くたびに、自分の肉襞が悦んで彼に吸い付いているのが分かる。うねって、震えて、締め付けて──彼が欲しいと、愛おしいと、狂おしくわななく。

「ん、んんっ、ぁんっ」

　押し潰されるように抱き締められながら、ほとんど密着した状態でただ肉襞を抉られる。お互いの肌がじわりと湿って、触れ合う素肌が信じられないほどに心地いい。

　瑛太郎さんの広い背中に手を回す。ちゅう、と肩口に吸い付いた。彼の汗の味がして、頭がくらくらする。瑛太郎さんも私の首をべろべろと舐めた。まるでお互いを食べ合うみたいに──。

　その間も、彼の抽送はナカの粘膜を擦り上げ、奥を突き上げ、私の肉襞は彼に絡みついた。ぎゅうぎゅうと硬い熱を締め付け、私は何度も絶頂に導かれる。なのに、彼は止まってくれない。

「んん、っ、イってる、から……っ」

「知ってる」

　瑛太郎さんの息が荒い。

「けど、悪い、本当に余裕がない……気持ちよすぎる」

　そう言った後、すぐに続ける。

「愛おしすぎる。可愛すぎる──だめだ、橙子が悪い」

　かぷりと唇に噛みつかれる。

「んー……っ」

「可愛い。好きだ、どうしたらいいか分からない」

　頭を引き寄せられ、ちゅ、ちゅ、と額にこめかみにキスを繰り返される。その間にも、淫らな水音は止むことなく続いて──瑛太郎さんは私を抱きあげるように身体を起こす。あぐらをかいた彼の膝の上に向かい合って座る形だ。ぐぐっと屹立が子宮を押し上げる。

「はぁ……っ！」

　快楽から逃げようと思わず反らした背を、彼の大きな手が引き寄せる。背中をひと撫でしたその手は私の尻たぶを掴み、揺らす。身体の奥の気持ちいいところをぐちゃぐちゃにかき回される感覚に、口から零れるのは下品と言ってもいいくらい淫らな声。

「うっ、く、は、ぁあ……っ！」

　恥ずかしくて我慢したいのに全くできない。彼の手に支えられるように、自らの腰をくねらせる。

「も、やめて……っ、死んじゃう」

　舌まで震えて、うまく言葉にできない中訴える。すると瑛太郎さんが「くっ」と笑った。……愉しくて仕方ない、みたいに。

「今、俺何もしてないぞ？　勝手に橙子が自分で腰振って感じてるだけ」

「う、そっ」

　そう思うのに、快楽を貪る腰の動きは止まらない。ぐちゅぐちゅと接合部からあられもない水音が零れ落ちる。

「ぁああ……っ」

「俺ので勝手に気持ちよくなって。橙子は本当に可愛い」

　瑛太郎さんはそう言って目を細めた。目の前にある双眸がサディスティックに熱を孕み、お腹の奥で臓器が震える。

　私は彼の腕の中で、もう何度めになるか分からない絶頂を覚えた。

「ふぁ、……っ！」

　何か弾けたような感覚。悦楽に震える身体を、瑛太郎さんは押し倒す。繋がりっぱなしの屹立が、ナカをごりごりと抉る。

「はぁ、ぁあっ、も、やぁぁ……っ！」

　自分のナカが強く収縮して、あられもない淫らな液体を撒き散らした。しとどに濡れてしまったお互いの下腹部を擦り合わせるように彼は動く。

「ああ、こんなに乱れて」

　何かに耐えるように彼は言い、より強く腰をぶつける。ばちゅばちゅと粘膜が蕩けて音を立てる。イっているのにイかされ続けて、もう頭もお腹のなかもぐちゃぐちゃだった。

　もはや口から零れる声は意味をなしていない。ただ鼻にかかる、甘えた喘ぎ声だけを発し続ける。

「橙子」

　愛してる、と瑛太郎さんは繰り返す。

　理想なんか軽く飛び越えて、ぶん殴ってぶち壊して、愛は突然やってくる。

　愛おしさではち切れそうな胸の高鳴りを少しでも伝えたくて、私も愛してる、って喘ぎながらなんとか言ったつもりだったけれど、果たして言葉になっていたかな？

　でもまあ、彼が泣きそうに笑うから、きっと伝わってはいるのでしょう。

　愛って多分、そんな感じ。







あとがき








　はじめまして、にしのと申します。

　私はあとがきとかを書くのが非常に苦手でして、なにを書けばよいのか悩んでいます。苦手すぎて毎回夏休みの作文のようになるのです。

　さて、濃蜜ラブルージュ様からお話をいただきましたとき、書けるのかなあと少し不安だったのですが、結果的にかなり自由に書かせていただきました。

　他作品をお読みになっている方はご存じかと思いますが、私はあまり民間の方を書かないのでいつもオフィス描写に悩みます。自分自身も公務員だったり講師だったりなのでオフィスへの憧れ的なのがあります。今作はオフィスラブのつもりなのですが、ちゃんとオフィスラブできていたでしょうか。できていたならば幸いです。

　最後になりましたが途中色々わがままを言いました私に「ＯＫです！」と毎回仰ってくださった編集様編集部様、素晴らしいイラストを描いてくださった三廼みつや先生、そのほかこの作品に関わってくださった皆様に心からお礼申し上げます。

　なによりも、読んでくださった読者様には何回感謝してもしたりません。

　本当にありがとうございました。
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